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１
２
月
と
し
て
は
記
録
的
な
大
雪
が
降
り
ま
し
た
。
１
２
月
４
日
に

は
じ
め
て
雪
が
降
り
、
１
７
日
か
ら
１
８
日
に
か
け
て
と
、
２
２
日
か
ら

２
３
日
に
か
け
て
特
に
多
く
の
雪
が
降
り
ま
し
た
。
市
の
北
部
美
土
里

町
の
旧
生
桑
小
学
校
周
辺
で
は
積
雪
量
が
最
大
で
１
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
、

市
の
南
部
の
向
原
町
で
も
３
０
cm
を
超
え
る
積
雪
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
雪
の
た
め
、
建
物
が
倒
壊
し
た
り
、
屋
根
が
壊
れ
た
り
、
ま
た
、

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
つ
ぶ
れ
る
な
ど
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
市
内

の
一
部
小
・
中
学
校
で
は
、
休
校
や
、
始
業
時
間
を
遅
ら
せ
る
影
響

も
出
ま
し
た
。

記
録
的
な
大
雪
に
襲
わ
れ
る

安
芸
高
田
市
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│
い
に
し
え
の
安
芸
高
田
物
語

│

筆
・
吉
田
歴
史
民
俗
資
料
館　
学
芸
員　

川
尻　

真

二
十
二

そ
の

安
芸
高
田
市
の
歴
史
を
た
ど
る

中
世
安
芸
高
田
を
伝
え
る

中
世
安
芸
高
田
を
伝
え
る

編
集
後
記

　

現
在
安
芸
高
田
市
に
は
、
有
形
文
化
財

と
し
て
の
県
指
定
文
化
財
は
前
号
で
紹
介

し
た
佐
々
井
厳
島
神
社
玉
殿
を
は
じ
め
８

件
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
紹
介
す
る

八
千
代
町
勝
田
に
あ
る
常
盤
神
社
の
玉
殿

も
、
そ
の
数
少
な
い
県
重
要
文
化
財
の
一

つ
で
す
。

　

常
盤
神
社
は
明
治
１６
年（
１
８
８
３
年
）

に
勝
田
村
の
八
幡
神
社
と
新
宮
神
社
が
合

併
し
、
社
殿
を
現
在
地
に
移
し
常
盤
神
社

と
改
称
し
ま
し
た
。
現
在
の
本
殿
は
棟
札

か
ら
元
文
３
年（
１
７
３
８
年
）に
再
建
さ

れ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
元
の
八
幡
神
社
本

殿
と
み
ら
れ
ま
す
。
同
神
社
で
は
、
佐
々

井
厳
島
神
社
と
同
様
に
昭
和
６２
年
か
ら
の

八
千
代
町
内
の
神
社
建
築
調
査
で
、
こ
の

本
殿
内
に
安
置
さ
れ
る
４
基
の
玉
殿
は
、

中
央
左
側
の
１
基（
第
二
殿
）が
江
戸
時
代

の
も
の
で
、
他
の
３
基
が
室
町
時
代
後
期

の
も
の
と
判
明
し
ま
し
た
。
こ
の
３
基
は
、

中
央
右
側
に
あ
る
第
一
殿
が
規
模
が
ひ
と

回
り
大
き
い
も
の
の
、
左
右
の
第
三
・
第

四
殿
と
と
も
に
建
築
の
形
式
・
手
法
が
似

て
お
り
、
元
の
八
幡
神
社
に
お
け
る
八
幡

三
神
に
相
応
す
る
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

３
基
の
玉
殿
は
、
流
見
世
棚
造
と
い
わ

れ
る
様
式
の
も
の
で
、
実
際
の
神
社
本
殿

を
小
型
化
し
た
造
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
建
立
当
初
の
薄
長
板
葺
の
屋
根
が
残

る
な
ど
、
保
存
状
態
も
極
め
て
良
く
、
中

世
後
期
の
神
社
社
殿
を
知
る
貴
重
な
資
料

と
し
て
、
平
成
３
年
に
県
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
同
社
の
合
併
前
の
前
身
で
あ
る
八

幡
神
社
は
天
文
年
間
の
中
頃（
１
５
３
２

―
５
４
年
頃
）
毛
利
氏
の
重
臣
・
桂
元
澄

が
再
建
、
祈
願
所
と
し
た
と
伝
え
、
一
方

の
新
宮
神
社
は
天
文
１０
年（
１
５
４
１
年
）

毛
利
元
就
の
二
男
・
吉
川
元
春
が
再
建
、

祈
願
所
と
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

参
考
文
献

・『
広
島
県
文
化
財
調
査
報
告
第
１８
集
』

　
（
平
成
４
年
）

・『
広
島
県
文
化
財
ニ
ュ
ー
ス
』

　

第
１
６
７
号（
平
成
１２
年
）

・『
高
田
郡
誌
』（
大
正
２
年
）

県
重
要
文
化
財　

常
盤
神
社
玉
殿

県
重
要
文
化
財　

常
盤
神
社
玉
殿

さ　

さ　

い
い
つ
く
し
ま
じ
ん
じ
ゃ

か
っ
た

な
が
れ
み
せ
だ
な
づ
く
り

う
す
な
が
い
た
ぶ
き

て
ん
ぶ
ん

か
つ
ら
も
と
ず
み

も
う
り

も
と
な
り

き
っ
か
わ
も
と
は
る

と
き
わ

じ
ん
じ
ゃ
ぎ
ょ
く
で
ん

写真１　常盤神社本殿

写真２
常盤神社玉殿・第一殿
室町時代後期　高さ1.08m

写真３
常盤神社玉殿・第三殿

バ
ス
や
電
車
、
新
幹
線
や
飛
行
機
。
自

家
用
車
で
の
移
動
が
多
い
私
は
、
公
共

の
乗
り
物
に
乗
る
と
、
少
し
だ
け
旅
行

に
行
く
よ
う
な
気
分
に
な
り
ま
す
。
車

中
に
は
、
日
ご
ろ
読
み
た
い
と
思
っ
て

い
た
雑
誌
や
本
を
持
ち
込
み
ま
す
。
読

み
き
れ
な
い
と
は
分
か
り
つ
つ
、
つ
い
、

多
め
に
準
備
し
て
し
ま
い
ま
す
。
▼
学

生
時
代
は
、
高
速
バ
ス
に
乗
っ
て
広
島

市
内
ま
で
通
学
し
て
い
ま
し
た
。
寝
過

ご
し
て
三
次
ま
で
数
回
行
っ
た
こ
と
も
、

今
で
は
良
い
思
い
出
で
す
。
も
う
10
年

前
の
こ
と
で
す
が
、
高
速
バ
ス
に
乗
る

と
、
今
で
も
そ
の
こ
ろ
の
こ
と
を
懐
か

し
く
思
い
出
し
ま
す
。
▼
合
併
し
て
、

利
用
回
数
が
増
え
た
も
の
に
、
Ｊ
Ｒ
芸

備
線
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
駐
車

場
の
利
用
の
仕
方
が
分
か
ら
な
か
っ

た
の
で
、
あ
ま
り
乗
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

知
る
と
も
の
す
ご
く
便
利
で
、
生
活
の

幅
が
広
が
っ
た
気
が
し
て
い
ま
す
。
▼

Ｊ
Ｒ
可
部
線
が
廃
線
な
っ
た
の
は
、
ま

だ
記
憶
に
新
し
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

安
芸
高
田
市
内
の
公
共
交
通
に
も
す

ぐ
近
く
に
迫
っ
た
問
題
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
み
ん
な
で
乗
る
こ
と
が
公

共
の
乗
り
物
を
守
り
ま
す
。
昨
年
か
ら

美
土
里
町
の
道
の
駅
に
高
速
バ
ス
が

乗
り
入
れ
に
な
り
ま
し
た
。
今
度
は
道

の
駅
に
車
を
止
め
て
、
広
島
や
大
阪
へ

行
っ
て
み
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
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■
申
告
の
必
要
な
人�

①
農
業
、商
工
業
な
ど
自
営
業
の
人

②
年
金
、地
代
、パ
ー
ト
な
ど
の
収
入
の

あ
っ
た
人

③
給
与
以
外
の
収
入（
農
業
な
ど
）の
あ
っ

た
人

④
給
与
支
払
報
告
書
が
未
提
出
の
人

⑤
医
療
費
控
除
な
ど
を
受
け
る
人

　

な
お
、税
務
署
で
所
得
税
の
確
定
申
告

を
さ
れ
る
人
は
、安
芸
高
田
市
へ
の
申
告

は
不
要
で
す
。

■
申
告
の
と
き
必
要
な
書
類
な
ど

○
印
鑑

○
給
与
の
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
こ
れ
に
か

わ
る
も
の

○
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票

○
生
命
、損
害
保
険
料
の
支
払
い
証
明
書

○
社
会
保
険
料
等
の
支
払
い
証
明
書

○
医
療
費
控
除
の
た
め
の
領
収
書

○
農
業
の
収
入
お
よ
び
経
費
が
わ
か
る
も

の（
領
収
書
・
預
金
通
帳
な
ど
）

○
１７
年
中
に
購
入
し
た
農
機
具
な
ど
の
領

収
書
ま
た
は
販
売
証
明
書

○
小
作
料
、雇
人
費
な
ど
の
証
明
書
ま
た

は
領
収
書

○
身
障
者
手
帳（
証
明
書
）

○
公
共
事
業
で
土
地
な
ど
を
売
却
し
た
場

合
、そ
の
価
格
が
わ
か
る
も
の

○
生
命
・
損
害
保
険
満
期
証
明
書
、年
金
保

険
証
明
書

※
資
料
準
備
の
関
係
上
、
で
き
る
限
り
割

り
当
て
ら
れ
た
日
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
都
合
の
悪
い
人
は
、
前
日
ま
で
に
お

手
数
で
も
税
務
課
か
各
支
所
市
民
生
活

課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
は

　

収
入
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。申
告
が
無
い
と
税
の
減
額

措
置
が
行
わ
れ
な
い
な
ど
、不
利
益
を
受

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
農
業
を
し
て
い
る
人
は

　

農
業
所
得
標
準
が
、廃
止
さ
れ
ま
し
た

の
で
必
ず
農
業
の
収
入
及
び
経
費
が
わ
か

る
も
の
を
ご
持
参
下
さ
い
。

■
年
金
所
得
を
申
告
さ
れ
る
方
は

　

必
ず
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票
を
ご
持

参
下
さ
い
。

住民税（市県民税）の申告相談が始まります。平
成１８年１月１日現在、安芸高田市に住んでいる
人で、次に該当する人は、最寄の相談会場で、
平成１７年中の収入などを申告してください。

平成１７年分
申告相談
平成１７年分
申告相談

日

１５

１６

１７

２０

２１

２２

２３

２４

２７

２８

１

２

３

６

７

８

９

１０

１２

１３

１４

１５

月

2

3

曜

水

木

金

月

火

水

木

金

月

火

水

木

金

月

火

水

木

金

日

月

火

水

日

１５

１６

１７

２０

２１

２２

２３

２４

２７

２８

１

２

３

６

７

８

９

１０

１２

１３

１４

１５

月

2

3

曜

水

木

金

月

火

水

木

金

月

火

水

木

金

月

火

水

木

金

日

月

火

水

【午前】中原、沖原、久保地

【午後】甲田、相合１･２･３･４･５班

【午前】西浦上・下

【午後】後相合、山部、印内

丹
比
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー

【午前】上竹原、山手西

【午後】徳田、上小山

【午前】下竹原、山手沖

【午後】上中馬、常楽寺

【午前】山手日南下、本谷上、本谷中

【午後】上福原、常友日南

【午前】山手日南上、宮之城、本谷下

【午後】下福原、下小山

【午前】上・下新屋郷、下中馬上

【午後】山手中、甲元、下中馬下

可　

愛　

集　

会　

所

【午前】小草、表桂、井山、十念

【午後】中束、長屋口、谷桂、桂市峠

【午前】上市、石原１・２

【午後】久保、高野、横山

【午前】下市、入江沖、長屋イ・ハ

【午後】下入江、向桂

郷
野
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
集
会
所

安

芸

高

田

市

役

所

仮

設

棟

１

階

会

議

室

【午前】津々羅、室坂

【午後】中馬河内、千川、日南

【午前】川原、市場上・中

【午後】隠地、於手保

【午前】1丁目、5丁目、内堀、外堀

【午後】大賀屋、西土手、大浜、三矢タウン

【午前】新町上・中、川手、四軒屋、上国司

【午後】下国司、古市、3丁目、新町下

【午前】上・下太郎丸、川向、浄安寺東

【午後】浄安寺西、青迫、坂巻

上記の日程で「申告相談」が

できなかった人

【午前】2丁目、4丁目、高樋、柿原、柳原
【午後】左円、上迫、六日市、
　　　　雇用促進住宅（常友、郡山）

丹
比
西

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
集
会
所

吉 田 町【午前】　９時～１２時

【午後】１３時～１６時

【午前】三田林・上梶矢・下梶矢

【午後】上竹貞・下竹貞・下川根・山根

【午前】直会・田草

【午後】谷口・下宮・杉の原

【午前】行部・薬師・亀谷

【午後】二重谷・栃原・篠原・歌ヶ谷

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
川
根

【午前】東城・すだれ

【午後】切田・中原・深渡

【午前】上城・土居谷

【午後】日南側・柆原１・柆原２

【午前】上沖城・下沖城

【午後】上仁王丸・下仁王丸・山田

【午前】宍戸城・後岡城

【午後】細河内・宮迫

【午前】仲仙道・常広

【午後】茂谷

来

原

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

セ

ン

タ

ー 【午前】行田・向原

【午後】後迫・来女木市

【午前】土居之内・田屋郷・上用地

【午後】下用地・叶谷日原

【午前】中之郷・上福田

【午後】下福田・島之尾

安　

芸　

高　

田　

市　

高　

宮　

支　

所　

２　

階　

大　

会　

議　

室

【午前】水谷松之尾・下舟木

【午後】所木・五十貫部・三田谷

【午前】門田・前川・雇用促進住宅

【午後】上野吉広・志部府・竹部迫

【午前】下式敷・れんげガーデン

【午後】野部

【午前】下房後・表郷

【午後】勘部・新迫

【午前】後側・房後柆原

【午後】上式敷

【午前】野々原・原山

【午後】上羽佐竹

【午前】中羽佐竹・信木

【午後】下羽佐竹

上記の日程で「申告相談」が

できなかった人

高 宮 町【午前】　９時～１１時

【午後】１３時～１６時

【午前】６区

【午後】９区

【午前】３区

【午後】８区

【午前】７区

【午後】２区

小　

原　

中　

央　

集　

会　

所

【午前】１区

【午後】５区 ( 上高地 )

【午前】４区

【午後】１０区

【午前】１８区

【午後】２４区

【午前】２１区

【午後】２７区

【午前】２０区

【午後】２３区

安　

芸　

高　

田　

市　

甲　

田　

支　

所　

２　

階　

大　

会　

議　

室

【午前】２５区 ( 上庄 )

【午後】２５区 ( 道木 )

【午前】２６区

【午後】２２区

【午前】２８区

【午後】１９区

【午前】１１区

【午後】１４区

【午前】１２区

【午後】１３区

【午前】１５区

【午後】１７区

【午前】１６区

【午後】　５区 ( 下・中高地 )

上記の日程で「申告相談」が

できなかった人

甲 田 町【午前】　９時～１１時

【午後】１３時～１６時

【会場】根の谷集会所（レストハウス)

　　本郷・根の谷

【会場】下土師集会所
　　別所・中土師・黒瀬・下土師(上)・
　　下土師(中)・下土師(下)

下　

根　

集　

会　

所

実宗・出口東・出口中

出口西・寺の下

末石・日南下

日南中・日南上・東邦団地

市下・市裏・市表

土井・余井・平原

水無・五郎丸・下佐々井

門出・谷の城

安森・上佐々井

宮の下・宮の上・古屋

国安・中の谷

高平寺・上高平寺・

殿前市営住宅

みどり会１．２．３．４・

中佐々井

上谷・山梨・北原

全地域

日南・日南団地・化正面・

下ときわ・上ときわ・前田住宅

大まき・横路住宅・上恩地・

下大又・上大又

上　

根　

集　

会　

所

刈
田
地
区
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

上記の日程で「申告相談」が

できなかった人

下
根
基
幹
集
落

セ
ン
タ
ー

八
千
代
人
権
福
祉

セ
ン
タ
ー

八千代町【午前】　９時～１２時

【午後】１３時～１６時

八
千
代
人
権
福
祉
セ
ン
タ
ー

戸
島
地
区

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

保
垣
地
区
生
活

改
善
セ
ン
タ
ー

戸島４・５

戸島６・７上下

戸島２・３

長田２・３・４

長田５・６・７上下

保垣１・２

保垣３・４・５

有留１・２・３・４

有留５・６・７

坂１０・１１・１２

坂１３・１４

戸島１・８

長田１・８

坂１・２駅上下

坂７・８上下

坂４・５・６

坂３・９・１５上下

坂１６・１７　

戸島９・１０・１１

ふ
れ
あ
い

プ
ラ
ザ
長
田

有
留
地
区

多
目
的
集
会
所

上記の日程で「申告相談」が

できなかった人

安　

芸　

高　

田　

市　

向　

原　

支　

所　

大　

会　

議　

室

向 原 町【午前】　９時～１２時

【午後】１３時～１６時

寺
山
地
区

多
目
的
集
会
所

【会場】桑田の庄

　是光・日南・上音地・下音地・上城

【会場】智教寺老人集会所

　智教寺・大所 (１１時～１５時)

生
田
集
会
所

下市・石丸・山崎・助実・中市

下日南・上日南・下市・上市

増屋・広森・有藤・小谷・引地

矢賀上・矢賀下・岩倉・宝前

高浜・砂田・金屋・上河内

上青・中青・下青・程原・出店・

上市

栃木・市・中北日南上・下叶口・

上叶口

中北日南下・中北蔭地上・

中北蔭地下・上郷・山田・叶谷

下郷・貝原・雁子原・畠田迫・

下北蔭地・九文久

重信隠地・重信日南・清田・

竹之内・鳥信

岡の原・横呂・横田住宅・戌谷・

寺川

原・隠地・川撫・向井・奈良谷・

瀬木

中原・道円田・下塩瀬・上塩瀬・

亀谷

鉄井・橋上・塩貝・下黒滝・

上黒滝

農
協
旧
北
支
所

上記の日程で「申告相談」が

できなかった人

安　

芸　

高　

田　

市　

美　

土　

里　

支　

所

美土里町【午前】　９時～１２時

【午後】１３時～１６時

高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
平
成
17
年
分　

申
告
期
限

所
得
税　
　
　
　
　
　
　

３
月
15
日(

水)

消
費
税
・
地
方
消
費
税
（
個
人
事
業
者
）

３
月
31
日(

金)

贈
与
税　
　
　
　
　
　
　

３
月
15
日(

水) 

■
申
告
書
は
自
分
で
書
い
て
お
早
め
に 

　

税
務
署
で
は
、
納
税
者
の
方
が
自
ら
申
告

書
等
を
作
成
し
申
告
し
て
い
た
だ
く
「
自
書

申
告
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
税
務
署
や
申

告
相
談
会
場
で
は
記
載
方
法
な
ど
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
申
告
書
等

は
で
き
る
だ
け
早
く
郵
送
な
ど
に
よ
り
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
告
書
の
作
成

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
利
用
に
な
れ
ば
、

申
告
書
等
が
簡
単
に
作
成
で
き
ま
す
。

【
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp

:/
/
w

w
w

.n
ta

.g
o
.jp

/

】

■
納
税
に
は
、
安
心
・
便
利
な
口
座
振
替
を

　

手
続
は
、
「
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
金
融
機
関
へ
の
届

出
印
を
押
印
し
た
上
で
、
預
貯
金
先
の
金
融

機
関
又
は
税
務
署
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
だ

け
で
す
。﹇
振
替
日:

所
得
税
４
月

20
日

（
木
）
﹈
、
消
費
税
・
地
方
消
費
税
４
月
27
日

（
木
）

■
に
せ
税
理
士
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

税
理
士
で
な
い
人
が
、
税
務
書
類
の
作
成
・

申
告
手
続
き
の
代
理
や
、
税
務
署
な
ど
へ
納

税
者
の
代
理
人
と
し
て
交
渉
す
る
な
ど
の
業

務
を
行
う
こ
と
は
、
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

税務課、各支所市民生活課の窓口では申告できません。※２月１５日から３月１５日の間は、各会場で相談を行います。このため、
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このコーナーは市内のいろいろ
な出来事を紹介するコーナー
です。
皆さんの身近な出来事を知らせ
てください。

連絡先
安芸高田市　企画課
TEL ４２－５６１２

〒７３１－０５９２
安芸高田市吉田町吉田７９１番地

Eメール　info@akitakata.jp

ホット
な

話  題

　１月５日（木）吉田公民館で、吉田地区振興会が主催した新年書き初め大会が開

催され、小学校１年生から６年生まで約４０名が参加しました。１・２年生は硬筆

で、３年生から６年生は毛筆で書きました。

　参加した子どもの一人は、「みんなで話をしながら楽しくできて、家で書くより

はかどる」と、笑顔で話していました。吉田町内ではほかに丹比地区、可愛地区

でも行われ、中学生・高校生・一般も参加されました。一番よく書けた作品は、

冬休みの宿題として学校に持って行きます。

よく書けた作品は冬休みの宿題に
吉田地区振興会主催の書き初め大会

　１２月２３日（祝）吉田町の安芸高田市文化創造センター（ヤ

ング・イン）でクリスマスコンサートが開催されました。７人

の音楽家が、それぞれバイオリンやフルート、クラリネット、

ピアノなどを演奏し、参加者にクリスマスプレゼントとして

素敵な音楽を贈りました。

　コンサートの中では、クラッシックの曲からクリスマスソ

ング、アニメの主題歌などが演奏されました。また、各楽器

の紹介やソロ演奏など、参加者も身近に楽しめる内容になっ

ていました。参加者からは「間近で生の演奏を聞くことがで

き、楽しい時間が過ごせた」と聞くことができました。

素敵な音楽がプレゼント
クリスマスコンサート

　１月１０日（火）、吉田コミュニティセンターで、４月から

サンフレッチェ広島ユース入団予定者１２名の編入歓迎式が

開催されました。県内外から集まった中学３年生たちは、

３学期の間を吉田中学校へ編入し、高校入試にのぞみます。

　式の中で、佐藤教育長が「世界にはばたく志を持った人

になってもらいたい」と歓迎の言葉を贈りました。新ユー

ス生たちは自己紹介の中で「３年間、勉強もサッカーも一

生懸命がんばる」と力強く抱負を語りました。

世界にはばたく志をもって
サンフレッチェ広島新ユース生編入歓迎式

　１月３日（火）広島ニュージーランド村内を中心として、新

春高宮虹の家族村マラソン大会が開催されました。昨年は雪

の影響で中止だったため、２年ぶりの開催となりました。

　ニュージーランド村内を１周する１.５キロのコースから１０

キロのコースまでに約１１０人のランナーが参加しました。こ

の大会に幼いころから参加しているという中学生は、「このニ

ュージーランド村の中は、上り下りが多いので、走っていて

大変。今日は上位入賞目指してがんばります」とみんなが

それぞれの目標を持って走っていることを教えてくれました。

正月走れば福がくる
新春高宮虹の家族村マラソン大会

　甲田町小原地域の６区振興会（７２戸）の皆さんが、このたび、

県の管理する河川の清掃や美化などをボランティア活動と

して行うラブリバー団体に安芸高田市ではじめて認定され

ました。

　この地域の皆さんは、吉田口駅の正面付近の両岸約１５０

mの河川を管理し、どろんこバレーや田楽、地域の祭りな

ど行事があるたびに、河川清掃活動を行っています。また、

その他にも有志の皆さんで草刈りや植木の手入れなどの河

川清掃活動も随時行っています。

広島県ラブリバー制度に
甲田町6区振興会が市内で第1号で認定

　新年を迎えて間もない１日の午前０時過ぎ、吉田町の清神社

には大勢の人が初詣に訪れ、参拝を待つ人の列ができていました。

　安芸高田市内の２つの温泉にも多くの人が訪れました。お正

月の３日間でたかみや湯の森には約２,７００人、神楽門前湯治村

には約１,７５０人と、お湯につかってゆったりとお正月を過ごそ

うというお客さんでにぎわいました。神楽門前湯治村では、獅

子舞や餅つきなど正月ならではの催しも行われました。

今年も良い年になりますように
安芸高田市のお正月
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財　
　

政

平
成
１６
年
度　

決
算
状
況

普
通
会
計
（
決
算
統
計
ベ
ー
ス
）

　

平
成
１６
年
度
の
普
通
会
計
の
決
算
額
は
、

歳
入
が
２
５
３
億
５
４
９
万
円
で
、前
年

に
比
べ
る
と
マ
イ
ナ
ス
３.４
％
、８
億
９，
４

７
４
万
円
減
っ
て
い
ま
す
。ま
た
歳
出
は
、

２
４
８
億
３，
９
３
１
万
円
で
、前
年
に
比

べ
る
と
マ
イ
ナ
ス
３.０
％
、７
億
６，
２
９
６

万
円
減
り
ま
し
た
。

　

歳
入
歳
出
差
引
額（
形
式
収
支
）は
、４

億
６，
６
１
７
万
円
の
黒
字
で
す
。こ
の
収

支
か
ら
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
財
源
３，
２

５
２
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は

４
億
３，
３
６
４
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま

し
た
。

用
語
の
説
明

依存財源（７５.９%） 
１９２億１,６８４万円

依存財源（７５.９%） 
１９２億１,６８４万円

自主財源（２４.１%） 
６０億８,８６１万円

歳入
（決算額）
２５３億５４９万円

市税（１３.１%）
３３億６８３万円

繰入金（３.９%）
９億８,８３５万円

国庫支出金（６.５%）
１６億３,８５４万円

使用料及び手数料（２.６%）
６億５,０２７万円

繰越金（２.４%）
５億９,７９４万円

諸収入（１.４%）
３億４,５７８万円

分担金及び負担金（０.６%）
１億５,６６４万円

地方交付税（３５.６%）
９０億１６４万円

市債（２２.３%）
５６億４,６９０万円

県支出金
（７.７%）
１９億３,７２４万円

その他（３.９%）
９億９,２５２万円

財産収入（０.２%）
４,２８０万円

自主財源（２４.１%） 
６０億８,８６１万円

積立金（１５.９%）
３９億４,１６２万円

投資及び出資金･貸付金（０.２%）
５,５６８万円

人件費（１８.７%）
４６億５,５０１万円

扶助費（６.４%）
１５億９,６８７万円

公債費（１５.６%）
３８億７,７９０万円

普通建設事業
（１３.０%）
３２億３,２１１万円

物件費（１２.２%）
３０億２,５２６万円

歳出
（性質別）

災害復旧事業（０.５%）
１億２,０６０万円

補助費等（７.１%）
１７億５,９０４万円

維持補修費（０.８%）
１億９,６３５万円

繰出金（９.６%）
２３億７,８８４万円

２４８億３,９３１万円

義務的経費（４０.８%） 
１０１億２,９７８万円

義務的経費（４０.８%） 
１０１億２,９７８万円

投資的経費（１３.５%）
３３億５,２７１万円
投資的経費（１３.５%）
３３億５,２７１万円

その他の経費（４５.７%） 
１１３億５,６７９万円

その他の経費（４５.７%） 
１１３億５,６７９万円

総務費 ６５億８,３９３万円　 26.5%

部門別でみる主な使い道

民生費

●第２庁舎・総合文化福祉保健施
　設整備事業　　　　３７２万円
●テレビ放送難視聴解消施設整備
　事業　　　　　　　　９２５万円
●地域振興支援費　　６,４３１万円
●外郭団体補助費　２億６４８万円
●交通対策費　　１億１,４１８万円

４６億１,１１０万円　 18.6%

●社会福祉施設建設費
１億７,７７２万円

●保育所運営費　８億３,０３４万円
●児童館運営費　　　２,３４２万円
●生活保護扶助費４億６,６３８万円

公債費 ３８億７,７９２万円　 15.6%

●借入金の返済

土木費 １９億　１５１万円　　7.7%
●道路新設改良費

７億１,７６４万円
●住宅建設費　　　　４,５６２万円

衛生費 １６億５,８９１万円　　6.7%

●塵芥処理事業費３億１,８５０万円

消 防 費 ６億３,７１０万円　　2.6%

●常備消防費　　　　５,１０９万円
●非常備消防費　　　９,３５５万円

議 会 費 ３億　９４８万円　　1.2%

●議会運営費　　　　１,４４５万円

商 工 費 ２億８,２２１万円　　1.1%

●商工業振興事業費　４,２９４万円
●観光振興事業費　　１,５８９万円

災害復旧費 １億２,０６０万円　　0.5%

労 働 費 １億　１８０万円　　0.4%

●緊急雇用創出事業費６,３１８万円

諸支出金 　９,４８３万円　　0.4%

教育費 ２３億　８８４万円　　9.3%

農林

水産費

２３億５,１０３万円　　9.5%
●家畜排せつ物リサイクル施設建
　設事業　　　　３億４,４１７万円
●中山間直接支払事業費

２億９,９８６万円
●ほじょう整備事業１億２,９５０万円

●生涯学習推進事業　１,２３５万円
●英語指導助手招致事業２,５５１万円
●屋内温水プール建設費

５億５,９６３万円

※万円未満の数値を切り捨てているため、合計と少しの違いがあります。

※決算額は決算統計のルールに従って純計した数値です。

※万円未満の数値を切り捨てているため、合計と少しの違いがあります。

※決算額は決算統計のルールに従って純計した数値です。

■
普
通
会
計
…
一
般
会
計
と
公
営
事

業
会
計
を
除
く
特
別
会
計
の
合
計

額
。
安
芸
高
田
市
で
は
、
一
般
会
計
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト
整
備

事
業
特
別
会
計
、
飲
料
水
供
給
事

業
特
別
会
計
が
普
通
会
計
に
含
ま

れ
る
。

■
自
主
財
源
…
市
の
自
主
的
な
財
源

の
こ
と
で
、
市
税
、
分
担
金
、
負

担
金
、
使
用
料
、
手
数
料
が
あ
る
。

■
依
存
財
源
…
国
や
県
か
ら
交
付
さ

れ
た
り
割
り
当
て
ら
れ
た
り
す
る

収
入
。

■
地
方
交
付
税
…
国
の
主
要
な
税
で

あ
る
所
得
税
、
法
人
税
、
酒
税
、

消
費
税
、
た
ば
こ
税
の
収
入
総
額

の
一
定
割
合
の
額
を
一
定
の
基
準

に
基
づ
い
て
交
付
さ
れ
る
も
の
。

■
市
債
…
市
が
国
な
ど
か
ら
長
期
的

に
わ
た
っ
て
借
り
る
借
入
金
。

■
義
務
的
経
費
…
地
方
公
共
団
体
の

歳
出
の
う
ち
、
法
令
や
性
質
に
よ

り
歳
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
経
費
。

■
投
資
的
経
費
…
道
路
や
公
園
、
学

校
な
ど
公
共
施
設
の
建
設
に
よ
り

将
来
に
残
る
も
の
に
支
出
さ
れ
る

経
費
。

■
扶
助
費
…
地
方
公
共
団
体
が
各
種

法
令
に
も
と
づ
き
、
被
扶
助
者
に

対
し
て
支
給
す
る
費
用
、
単
独
で

行
っ
て
い
る
各
種
扶
助
の
支
出
。

■
公
債
費
…
地
方
債
の
元
金
返
済
や

利
子
の
支
払
い
に
要
す
る
経
費
。

項 　目

歳 入 総 額

歳 出 総 額

歳入歳出差引額

翌年度繰越財源

実 質 収 支

１５年度決算

262億　 23万円

256億　228万円

5億9，794万円

1億3，008万円

4億6，786万円

１６年度決算

253億　549万円

248億3，931万円

4億6，617万円

3，252万円

4億3，364万円

前年度比較

△8億9，474万円

△7億6，296万円

△1億3，177万円

△9，755万円

△3，421万円
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市政の動き

　

企
業
会
計
と
は
、
地
方
公
営
企
業

法
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
適
用
を

受
け
る
公
営
企
業
の
会
計
を
い
い

ま
す
。
損
益
計
算
書
と
貸
借
対
照
表

か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
安
芸
高

田
市
で
は
吉
田
町
、
甲
田
町
の
区
域

（
一
部
）
で
地
方
公
営
企
業
法
に
基

づ
き
水
道
事
業
を
経
営
し
て
い
ま
す
。

　

水
道
事
業
は
、
使
用
者
の
日
常
生

活
や
社
会
活
動
を
支
え
る
た
め
に
、

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
と
し
て
、

安
全
で
お
い
し
い
水
を
安
定
供
給

す
る
と
共
に
経
営
基
盤
強
化
の
た
め
、

効
率
的
経
営
に
努
め
ま
し
た
。

企
業
会
計

水
道
事
業

老人保健

歳入　５６億４,１１１万円
歳出　５６億３,７１５万円

７５歳以上の方の医療費の一部を
負担する制度を運営する会計です。
年度末の加入者数は７,４４０人で、
加入者一人当たりの年間医療費
は８２万８,３９０円でした。

国民健康保険

歳入　３５億　９１１万円
歳出　３２億２,６８３万円

国民健康保険を運営する会計です。
平成１６年度末で加入世帯が７,８２
２世帯、加入被保険者は１４,１８７
人でした。

一般会計

歳入　２６３億３,７４５万円
歳出　２５８億７,７４４万円

議会費、建設事業費、教育費など
安芸高田市の行政運営の基本的な
経費を計上した会計です。

特定環境保全公共下水道事業

歳入　６億７,２５１万円
歳出　６億４,１５０万円

平成１６年度は、八千代処理区は
処理場の着手と継続事業の実施、
甲田処理区は処理場の一部利用開
始と区域の拡大工事、向原処理区
は処理場の維持管理を行いました。

公共下水道事業

歳入　３億６,５９８万円
歳出　３億２,０１７万円

吉田の都市計画区域内の下水道事
業を運営する会計です。平成１６
年度は国道５４号線沿いの処理区
域拡大の工事を行いました。

介護保険

歳入　３０億１,５０６万円
歳出　２９億７,９３０万円

老後の安心をみんなで支える介護
保険制度を運営する会計です。介
護が必要だと認められた要介護認
定者は年度末現在で２,５１９人でした。

簡易水道事業

歳入　１５億６,６０５万円
歳出　１４億５,９９８万円

平成１６年度の主な事業は、吉田・
甲田給水区で管路新設工事、八千
代・高宮給水区で老朽施設の改良
工事、美土里（横田地区）給水区
で水源調査を実施しました。

浄化槽整備事業

歳入　２億６,３９２万円
歳出　２億６,３８１万円

浄化槽の整備と管理運営を行う会
計です。平成１６年度は１,４５５基
の浄化槽を管理し、１６３基を新
設しました。

農業集落排水事業

歳入　８億８,８５８万円
歳出　８億５,５５８万円

平成１６年度は吉田処理区の入江
地区の処理場建設に着手し、向原
処理区では向井原地区の機能強化
事業を、その他の地域では処理場
の維持管理を行いました。

コミュニティ・プラント整備事業

歳入　１億３,６５５万円
歳出　１億３,０７７万円

し尿と雑排水を併せて処理するこ
とにより、生活環境の保全および
公衆衛生の向上を目的に、甲田処
理区（吉田口）で平成１６年から事
業を行っています。

飲料水供給事業

歳入　７１７万円
歳出　６７８万円

高宮町の一部の地域の飲料水を供
給する会計です。施設の改善、適
切な管理を行い、使用者に安全で
おいしい水の提供に努めました。

安芸高田市の給与・定員管理などの状況
人 事 行 政

　平成１７年４月に施行された「安芸高田市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、平成１７年度におけ
る安芸高田市の人事行政の運営等の状況を公表します。なお、詳細については、市ホームページまたは、市役所総務課、
各支所の閲覧資料でご覧いただけます。

１ 総　括

２ 職員の平均給与月額、初任給等の状況

３ 職員の手当の状況

４ 特別職の報酬等の状況（平成17年４月１日現在）

（１） 人件費の状況（普通会計決算）

区　分

平成 16 年度

住民基本台帳人口
( 平成 16 年度末 )

33,923 人

歳　出　額
( Ａ )

24,839,319 千円

実質収支

433,644 千円

人　件　費
( Ｂ )

4,655,012 千円

人件費率
( Ｂ／Ａ )

18.7％

（２） 職員給与費の状況（普通会計予算）

（注）１　職員手当には退職手当を含みません。
　　２　給与費は当初予算に計上された額です。

区　分

平成 17 年度

職員数
( Ａ )

470 人

給　　　　与　　　　　費

給　　料
1,969,054 千円

職員手当
720,723 千円

期末勤勉手当
811,551 千円

計（Ｂ）
3,501,328 千円

一人当たり
給与費（Ｂ／Ａ）

7,450 千円

（１） 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況
　　（平成 17 年４月１日現在）

（注）１　「平均給料月額」とは、平成 17 年４月１日現在における各職種ごとの職員の基本給の平
均です。

　 　 ２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、調整手当、住居手当、時間
外勤務手当などの諸手当の額を合計したものです。

　 　 ３　平成 17 年４月から平成 18 年３月までの１年間、職員の給料については、在級の別によ
り１％～２％の給与抑制措置を実施しています。

（注）１　退職手当については、広島県市町職員退職手当組合
で定められた条例により支給されています。

　　２　退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職
した全職種に係る職員に支給された平均額です。

（注）１　職員数は一般職に属する職員数です。
　 　 ２　[     ] 内は、条例定数の合計です。

区 　 　 　 分

一 般 行 政 職

技 能 労 務 職

消 　 防 　 職

平均年齢

43.6 歳

43.7 歳

42.8 歳

平均給料月額

356,800 円

340,600 円

354,601 円

平均給与月額

408,629 円

344,566 円

424,047 円

（２） 職員の初任給の状況（平成 17 年４月１日現在）

（１）期末手当・勤勉手当

　　　　区　　　分

一般行政職

技能労務職

消　防　職

議　　会

総　　務

税　　務

民　　生

衛　　生

労　　働

農林水産

商　　工

土　　木

小　　計

教　　育

消　　防

小　　計

水　　道

下　水　道

そ　の　他

小　　計

合　　計　　　　

区　　　分　　　

市　長

助　役

収入役

議　長

副議長

議　員

給　料　月　額　等

860,000 円（731,000 円）

700,000 円（630,000 円）

620,000 円（576,600 円）

410,000 円（389,500 円）

355,000 円（337,250 円）

325,000 円（308,750 円）

（２）退職手当（平成 17 年４月１日現在）

大学卒

高校卒

高校卒

高校卒

　　　　　　　　安　芸　高　田　市

初　任　給

177,400 円

148,500 円

148,500 円

163,300 円

２年後の給料

191,400 円

160,200 円

160,200 円

177,400 円

　　　　　　　　国

初　任　給

170,700 円

138,800 円

136,600 円

－

２年後の給料

184,400 円

148,500 円

145,500 円

－

（３） ラスパイレス指数の状況
　　（平成 16 年４月１日現在）

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務
員の給与水準を１００とした場合の
安芸高田市職員の給与水準を示す
指数です。

安芸高田市

県内市平均

全国市平均

平成 16 年

99.0

98.1

98.2

給　

料

報　

酬

期

末

手

当

退
職
手
当

 　　　　　区　分
部　門

職　　員　　数 対前年
増減数

　

△ 1

　

1

△ 1

　

1

△ 1

△ 7

△ 8

△ 3

1

△ 2

2

△ 1

1

2

△ 8
[   2 ]

　　主　な　増　減　理　由

職員配置の適正化による減

業務内容の充実による増

職員配置の適正化による減

新規事業スタッフ増

職員配置の適正化による減

数値調整による減等

退職不補充等による減

業務内容の充実による増

職員配置の適正化による増

職員配置の適正化による減

国保医療スタッフの充実による増

平成 16 年

6

130

18

129

7

　

20

4

49

363

64

50

114

11

28

5

44

521
[ 523 ]

平成 17 年

6

129

18

130

6

　

21

3

42

355

61

51

112

13

27

6

46

513
[ 525 ]

一
般
行
政
部
門

部　
　

門

特
別
行
政

会

計

部

門

公
営
企
業
等

安　芸　高　田　市

１人当たり平均支給額（平成 17 年度）

1,744 千円

（平成 17 年度支給割合）

期末手当      　　勤勉手当　

3.0 月分　　　　1.45 月分

（加算措置の状況）

職務の級等による加算措置

・役職加算　　　　　 5％～ 20％

安　芸　高　田　市
　　（支給率）　　　　自己都合　　　勧奨・定年

勤続 20 年　　　21.00 月分　　　27.30 月分
勤続 25 年　　　33.75 月分　　　42.12 月分
勤続 35 年　　　47.50 月分　　　59.28 月分
最高限度額　　　59.28 月分　　　59.28 月分
その他の加算措置
　定年前早期退職特別措置　　2％～ 20％加算
　早期勧奨退職特例措置　　　3％～ 30％加算
１人当たり平均支給額 　  　　　17,678 千円

５ 職員数の状況
部門別職員数の状況と主な増減理由（各年４月１日現在）

お問い合わせ：総務課人事給与係　☎42 － 1136

市　長

助　役

収入役

議　長

副議長

議　員

市　長

助　役

収入役

（平成１７年度支給割合）

４.４５月分

（平成１７年度支給割合）

４.４５月分

給料月額×支給率（５.０）×年数　　退職時

給料月額×支給率（３.０）×年数　　退職時

給料月額×支給率（２.７）×年数　　退職時

（算　定　方　式） （支給時期）

（注）１　平成 17 年４月から平成 18 年３月までの１年間、特別職の給料
及び報酬については、５％～１５％の給与抑制措置を実施して
います。（　）内の額が、減額後の額です。

　　２　退職手当については、広島県市町職員退職手当組合で定められ
た条例により支給されます。

損 益 計 算 書

収　　　　益

費　　　　用

特 別 損 失

当年度純利益

2億7,591万円

2億3,968万円

3万円

3,620万円

貸 借 対 照 表

固定資産合計

流動資産合計

資　産　合　計

負　債　合　計

資　本　合　計

負債資本合計

23億8,399万円

3億　406万円

26億8,805万円

1億9,136万円

24億9,669万円

26億8,805万円

財　

政

平
成
１６
年
度

決
算

会
計
ご
と
の

　
　
決
算
の
状
況



障害に係る公費負担医療は

「自立支援医療」
　　　　　　に変わります !!

障害福祉サービスの

利用者負担
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障　害　者　自　

障 害 者 福 祉

新
し
い
制
度
の
ポ
イ
ン
ト

①
障
害
の
種
別（
身
体
・
知
的
・

精
神
）
に
か
か
わ
ら
ず
、
障

害
が
あ
る
人
び
と
が
必
要
と

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

る
よ
う
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
た
め
の
仕
組
み
を
一
元

化
し
、
施
設
・
事
業
を
再
編
。

②
障
害
の
あ
る
人
び
と
に
、
身

近
な
市
町
村
が
責
任
を
も
っ

て
一
元
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
。

　

こ
れ
ま
で
の
障
害
に
係
る
公
費
負
担

医
療（
更
生
医
療
・
育
成
医
療
・
精
神

通
院
医
療
）が
自
立
支
援
医
療
に
一
本

化
さ
れ
ま
す
。
ど
の
障
害
の
人
も
自
己

負
担
は
原
則
１
割
と
な
り
ま
す
が
、
世

帯
の
所
得
に
応
じ
た
月
額
負
担
上
限
額

が
あ
り
ま
す
。

※
上
限
額
等
は
変
更
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

世
帯
の
単
位
は
…

　

住
民
票
に
関
係
な
く
、
同
じ
医
療
保

険
に
加
入
し
て
い
る
家
族
を
同
一
世
帯

と
し
ま
す
。
医
療
保
険
の
異
な
る
家
族

は
、
別
世
帯
と
し
て
取
り
扱
い
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
ら
、
費
用

の
定
率
負
担
と
し
て
１
割
が
利
用
者

負
担
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
所
得

に
応
じ
て
月
額
上
限
額
が
決
め
ら
れ

て
い
て
、
負
担
が
重
く
な
ら
な
い
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
残
り
の
９
割

は
国
や
地
方
自
治
体
が
負
担
す
る
仕

組
み
で
す
。

世
帯
の
区
分
は
…

　

原
則
と
し
て
住
民
基
本
台
帳
を
世

帯
の
範
囲
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
税

制
及
び
医
療
保
険
に
お
い
て
、
被
扶

養
者
で
な
け
れ
ば
別
世
帯
の
扱
い
と

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

住民税（所得割）課税世帯に属する人でも、重度か

つ継続して多くの医療費負担が生じる場合は、月

額上限額があります。例えば、①統合失調症、躁う

つ病、てんかん、認知症などの脳機能障害、薬物関

連障害（依存症等）の人②機能障害（腎臓・小腸・免疫）

の人③医療保険の多数該当者の人

現
行
の

公
費
負
担
医
療
利
用
者
の
方
へ

■
精
神
通
院
医
療
公
費
負
担
制
度
を
利

用
し
て
い
る
人

　

現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
患
者
票
が

使
用
で
き
る
の
は
３
月
末
ま
で
で
す
。

４
月
か
ら
は
患
者
票
に
か
わ
っ
て
受

給
者
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
３

月
末
ま
で
に
申
請
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

■
更
生
医
療
を
利
用
し
て
い
る
人

　

現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
更
生
医
療

券
が
使
用
で
き
る
の
は
３
月
末
ま
で

で
す
。
４
月
か
ら
は
更
生
医
療
券
に

か
わ
っ
て
受
給
者
証
が
交
付
さ
れ
ま

す
の
で
、
３
月
末
ま
で
に
申
請
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※�

現
在
「
精
神
通
院
医
療
費
公
費
負
担
」

と
「
更
生
医
療
」
を
利
用
さ
れ
て
い

る
人
に
は
、
申
請
に
必
要
な
書
類
を

市
役
所
か
ら
送
付
し
ま
す
。

世　帯　の　区　分

生 活 保 護 世 帯

住民税非課税世帯で

本人年収が８０万円以下

住民税非課税世帯で本人

年収が８０万円を超える

住民税（所得割）が

２０万円未満の世帯

住民税（所得割）が

２０万円以上の世帯

月額負担上限額

０円（自己負担なし）

２,５００円

５,０００円

医療保険の自己負担

限度額と同額

公費負担の対象外

■自立支援医療の自己負担額等（４月～）

■高額治療継続者（重度かつ継続）の
　自己負担額等

　世　帯　の　区　分

住民税（所得割）が２万円

未満の世帯

住民税（所得割）が２万円

以上２０万円未満の世帯

住民税（所得割）が２０万

円以上の世帯

月額負担上限額

５,０００円

１０,０００円

2０,０００円

■育成医療の自己負担額等
世 帯 の 区 分

住民税（所得割）が

２万円未満の世帯

住民税（所得割）が

２万円以上２０万円

未満の世帯

月額負担上限額

１０,０００円

４０,２００円

　　　　区　　　　　　分

生活保護（生活保護世帯）

低所得１
（住民税非課税世帯で障害者または障害児

の保護者の年収が８０万円以下の人）

低所得２
（住民税非課税世帯で低所得１に該当しな

い人）

一　　般（住民税課税世帯の人）

月額負担上限額

０円

１５,０００円

２４,６００円

３７,２００円

※同じ世帯に、複数のサービス利用者がいる場合などでも

上限額は変わりません。合算した自己負担額が上限額を

超えた分は、高額障害福祉サービス費として支給されます。

（償還払い方式）

※資産が一定以下の人には、申請により個別の減免があり

ます。

施設サービスを利用する場合の、食費や

光熱費などは原則全額自己負担です。

※施設入所者で生活保護・低所得１・低所得２の

人は、申請により補足給付が支給され、負担が

軽減されます。

※通所サービスを利用する、生活保護・低所得１・

低所得２の人は、申請により食費の負担が軽減

されます。

現
行
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
方
へ

■
居
宅
生
活
支
援
費
を
利
用
し
て
い
る
人（
身

体
・
知
的
・
児
童
）【
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
な
ど
】

　

４
月
１
日
に
一
律
に
９
月
末
ま
で
を
支

給
決
定
期
間
と
す
る
新
し
い
受
給
者
証
を

交
付
し
ま
す
。（
９
月
末
ま
で
に
１０
月
以
降

の
新
た
な
支
給
決
定
手
続
き
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。）

■
施
設
訓
練
等
支
援
費
を
利
用
し
て
い
る
人

（
身
体
・
知
的
）

　

４
月
１
日
に
一
律
に
現
行
の
支
給
決
定

の
内
容
を
引
き
継
ぎ
新
し
い
受
給
者
証
を

交
付
し
ま
す
。（
１８
年
９
月
末
ま
で
に
支
給

決
定
期
間
が
終
了
す
る
場
合
は
、
最
長
３

年
間
の
更
新
決
定
を
行
い
ま
す
。）

■
精
神
障
害
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
を
利
用
し
て

い
る
人

　

３
月
末
ま
で
に
有
効
期
限
を
９
月
末
ま

で
と
す
る
支
給
決
定
を
行
い
ま
す
。（
９
月

末
ま
で
に
１０
月
以
降
の
新
た
な
支
給
決
定

手
続
き
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

※
「
居
宅
生
活
支
援
費
」・「
施
設
訓
練
等
支

援
費
」
・
「
精
神
障
害
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
」

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
人
に
は
、

申
請
・
減
免
申
請
に
必
要
な
書
類
を
市
役

所
か
ら
送
付
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

　

℡
４２
―
５
６
１
５

■障害福祉サービスの利用者負担額（４月～）
　　（上限額等は変更がある場合があります）

障害福祉サービスの

利用者負担
障害福祉サービスの

利用者負担
障害に係る公費負担医療は

「自立支援医療」
　　　　　　に変わります !!

障害に係る公費負担医療は

「自立支援医療」
　　　　　　に変わります !!

住民税（所得割）が２０万円未満世帯の

人の育成医療には、経過措置を実施し

ます。

なお、手続き等の窓口は県（芸北地域事

務所厚生環境局保健課）になります。

立　支　援　法
～障害者が地域で安心して暮らせる社会の実現をめざして～

③
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人
び

と
も
サ
―
ビ
ス
の
利
用
量
と

所
得
に
応
じ
た
負
担
を
行
う

と
と
も
に
、
国
と
地
方
自
治

体
が
責
任
を
も
っ
て
費
用
負

担
を
行
う
こ
と
を
ル
ー
ル
化

し
て
財
源
を
確
保
し
、
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
を
計
画
的
に
充

実
。

④
就
労
支
援
を
抜
本
的
に
強
化
。

⑤
支
給
決
定
の
仕
組
み
を
透
明

化
、
明
確
化
。
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安
芸
高
田
市
で
67
人
が
委
嘱
を
受
け
て
活
動
し
て
い
る
地

域
安
全
推
進
員
。
各
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
に
テ
ー
マ
を
設
け
て

話
を
聞
い
て
い
ま
す
。

　

５
回
目
と
な
る
今
月
は
、
甲
田
町
の
大
前
直
行
さ
ん
に
、「
危

機
意
識
」
と
い
う
こ
と
を
テ
ー
マ
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

安全なまちで
安心して暮らす

　

１
月
13
日
午
後
４
時
ご
ろ
、
市
内
の

一
般
家
庭
に
住
む
70
歳
の
女
性
に
、
息

子
の
仕
事
の
上
司
を
名
乗
る
者
か
ら
電

話
が
あ
り
、
「
お
宅
の
息
子
が
会
社
の

金
を
着
服
し
た
。
２
０
０
万
円
を
用
意

し
て
郵
便
局
か
ら
振
り
込
め
」
な
ど
と

現
金
の
振
り
込
み
を
要
求
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
電
話
を
切
っ
た
後
、
家
族
や

親
戚
に
相
談
し
た
り
、
警
察
に
１
１
０

番
通
報
し
た
り
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

振
り
込
む
直
前
に
詐
欺
で
あ
る
こ
と
に

気
付
き
、
幸
い
に
も
被
害
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

も
し
、
自
宅
に
こ
の
よ
う
な
電
話
が

か
か
っ
て
き
て
も
、
決
し
て
一
人
で
振

り
込
む
こ
と
な
く
、
必
ず
家
族
や
、
警
察
、

市
役
所
な
ど
に
相
談
し
、
な
り
す
ま
し

詐
欺
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

安
芸
高
田
市
内
で

な
り
す
ま
し
詐
欺

未
遂
発
生

突
然
か
か
っ
て
き
た
電
話
で

家
族
が
動
揺
し
て
し
ま
っ
た
事
件

　
「
交
通
事
故
を
し
た
」
と
い
う
、
な
り
す

ま
し
詐
欺
の
電
話
は
我
が
家
に
は
２
回
も

か
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。
は
じ
め
て
電
話

が
か
か
っ
て
き
た
と
き
、
私
は
留
守
を
し

て
お
り
、
電
話
に
は
妻
が
出
ま
し
た
。
電
話

の
相
手
は
息
子
に
な
り
す
ま
し
た
人
で
し
た
。

「
子
ど
も
を
は
ね
て
し
ま
っ
た
」
と
泣
き
崩

れ
て
言
葉
に
な
ら
な
い
よ
う
な
声
で
伝
え

て
き
た
と
い
い
ま
す
。
息
子
だ
と
信
じ
込

ん
だ
妻
は
、
す
ご
く
動
揺
し
て
震
え
な
が

ら
話
を
し
た
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
必

死
で
状
況
を
確
認
す
る
妻
は
、
ふ
と
車
の

種
類
を
聞
い
た
そ
う
で
す
。
ト
ラ
ッ
ク
で

出
か
け
て
い
た
は
ず
の
息
子
が
、
乗
用
車

と
答
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
こ
れ
は
お
か
し

い
と
冷
静
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。
も
し

も
息
子
と
条
件
が
一
致
し
て
い
た
ら
、
お

金
を
振
り
込
む
こ
と
に
な
っ
て
い
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
事
件
の
こ
と
を
家
族
で
話
し
合
っ

て
い
た
た
め
、
２
回
目
の
電
話
が
か
か
っ

て
き
た
と
き
は
、
最
初
か
ら
冷
静
に
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
ま
り
に
も

冷
静
す
ぎ
、
電
話
の
相
手
も
「
こ
れ
は
だ
め

だ
」
と
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
す
ぐ
に
電
話

を
切
り
ま
し
た
。

知
ら
な
い
か
ら
巻
き
込
ま
れ
る

知
っ
て
い
る
と
何
か
の
対
応
が
で
き
る

　

自
分
た
ち
が
体
験
し
た
こ
と
も
あ
り
、

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
は
す
ぐ
近

く
ま
で
迫
っ
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
二
度
目
の
な
り
す
ま
し
詐
欺
の

電
話
に
冷
静
に
対
処
で
き
た
の
は
、
一
度

体
験
し
て
い
た
か
ら
で
す
。
知
っ
て
い
た

か
ら
対
処
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
犯
罪
に

巻
き
込
ま
れ
る
の
は
、
何
も
知
ら
な
い
一

回
目
で
す
。
で
き
る
だ
け
巻
き
込
ま
れ
な

い
た
め
に
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
犯
罪
の

手
口
、
方
法
な
ど
を
知
る
こ
と
が
大
切
で

し
ょ
う
。
私
は
安
全
推
進
員
と
し
て
、
警
察

や
行
政
、
他
の
安
全
推
進
員
の
み
ん
な
か

ら
し
っ
か
り
と
情
報
を
得
て
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
伝
え
る
役
割
を
果
た
せ
た
ら
と
思

っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
い
ろ
い
ろ
な
と

こ
ろ
か
ら
、
情
報
を
得
て
自
分
の
こ
と
と

し
て
考
え
る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
を
生
き
る
も
の
に
と
っ
て
は
、
親

も
子
も
地
域
み
ん
な
も
、
だ
れ
ま
か
せ
に

す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
安
全
は
自
分

で
守
ら
な
い
と
い
け
な
い
時
代
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

大前　直行さん（甲田町）

「いつ自分が被害者になるか分からない」

　この気持ちを頭のどこかに

　　おいておくことが大切だと思います。

甲田地域の地域安全推進員
大前　直行、住吉　二郎、冨永　主計、國山　浩海、田村　　元、

狩山　芳彦、大久保紀子、木坂　一恵、小原　国男、永元　公恵、

前川　敏成、反田　　勉、塚本　邦彦、浅井　澄夫、菊地ミチ子
おおまえ　　なおゆき
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あきたかたトピックス

市政の動き

公

共

交

通

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
や
す
く

Ｊ
Ｒ
向
原
駅
の
新
し
い
駐
車
場
完
成

駐
車
場
を
利
用
し
て

通
勤
通
学
は
公
共
交
通
機
関
で

■
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
と
混
雑

の
解
消

　

公
共
の
乗
り
物
を
み
ん
な
が
使
う

と
、
少
し
で
も
混
雑
が
解
消
さ
れ
、

交
通
事
故
も
減
少
し
ま
す
。

■
Ｊ
Ｒ
は
ほ
ぼ
時
間
通
り
運
行

　

Ｊ
Ｒ
は
交
通
渋
滞
も
な
く
、
ほ
ぼ

時
間
通
り
に
目
的
地
に
着
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■
き
れ
い
な
空
気
。
環
境
へ
の
や
さ
し
さ

　

車
を
動
か
さ
な
い
と
、
排
気
ガ
ス

も
減
り
ま
す
。
環
境
に
も
や
さ
し
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
運
転
し
な
く
て
も
良
い
自
由
な
時
間

　

運
転
し
な
く
て
も
よ
い
、
自
分
の

自
由
な
時
間
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

■
利
用
者
が
減
る
と
な
く
な
る
こ
と
も

　

公
共
交
通
機
関
も
採
算
が
必
要
で

す
。利
用
者
が
い
な
く
な
る
と
、走
る

の
を
や
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。公

共
交
通
機
関
を
大
切
な
地
域
財
産
と

し
て
、守
る
と
い
う
気
持
ち
を
持
つ

こ
と
も
大
事
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

●ＪＲ芸備線

　　　　駅　　　名

向 原 駅

吉田口駅

甲 立 駅

広島行

三次行

広島行

三次行

広島行

三次行

　便　数

全

24

24

18

19

24

24

急

4

4

4

4

快

3

4

1

2

3

4

広島市内への運賃

普通

820

950

950

急行

1,350

－

1,680

　

安
芸
高
田
市
で
は
公
共

交
通
機
関
の
利
用
促
進
を

図
る
た
め
、
芸
備
線
の
駅

や
高
速
バ
ス
停
な
ど
に
駐

車
場
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
Ｊ
Ｒ
向
原
駅
に

新
し
い
駐
車
場
が
完
成
し

ま
し
た
。
２
月
か
ら
申
込

受
付
を
は
じ
め
ま
す
。

●高速バス

　　　　駅　　　　名

美土里バス停

高田ICバス停

高 宮 バ ス 停

広島行

三次行

広島行

三次行

広島行

三次行

　便　数

平

44

41

11

10

43

40

土

39

36

10

10

38

34

休

38

35

9

9

37

34

広島市内
への運賃

1,420

1,420

1,430

●路線バス

　　　　駅　　　　名

吉田出張所

勝　　　田

広島行

吉田行

広島行

吉田行

　便　数

平日

32

33

44

47

土休

30

31

36

36

広島市内
への運賃

960

910

意外に多い広島への便数。３つを合計すると１００本以上
　安芸高田市内から広島市を結ぶ公共交通機関は、ＪＲ芸備線、国道５４号線のバス、高速バスの３つの利
用があります。安芸高田市内を通って広島市内へ向かっているバスや電車の本数は１００本をこえています。
　自動車を家や駐車場に置いて、公共交通を利用してみてはいかがでしょうか。
※駐車できる台数や料金などは各支所地域振興課へお問い合わせください。

■
向
原
駅
駐
車
場
の
利
用
は

１．
こ
の
駐
車
場
は
、
月
極
有
料
お
よ

び
一
時
利
用
有
料
駐
車
場
で
す
。

利
用
許
可
を
受
け
た
車
両
が
駐

車
で
き
ま
す
。

２．
利
用
許
可
は
市
役
所
企
画
課（
℡

４２
│
５
６
１
２
）ま
た
は
向
原
支

所
地
域
振
興
課（
℡
４６
│

３
１
１
２
）

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た

各
支
所
地
域
振
興
課
か
ら
も
申

込
み
で
き
ま
す
。

３．
駐
車
料
金
１
箇
月
３，
１
５
０
円

１
回（
１
日
）に
つ
き

１
区
画
３
１
０
円

４．
駐
車
中
に
生
じ
た
車
両
の
減
失
、

ま
た
は
損
傷
な
ど
の
事
故
が
あ
っ

た
場
合
、
市
は
そ
の
責
を
負
い
ま

せ
ん
。

５．
指
定
さ
れ
た
場
所
以
外
へ
の
駐
車

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

６．
他
の
車
両
の
駐
車
を
妨
げ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

７．
駐
車
す
る
と
き
は
、
ア
イ
ド
リ
ン

グ
・
ス
ト
ッ
プ
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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月日・受付時間

■2歳４～6か月児

■1歳6～8か月児
■2歳4～6か月児
■3歳4～6か月児

■生後4～6か月児
■生後10～12か月児
■1歳6～8か月児
■2歳4～6か月児
■3歳4～6か月児

■1歳6～8か月児

対　　象 会　場 内容

会　　　場月日・受付時間 相　談　員

歯科相談あり
（歯ブラシ持参）

児童福祉司・
心理判定員

要予約（予約先：広島
こども家庭センター

〈℡082－254－0381〉
もしくは保健師）

向原保健センター
（向原）

2月17日（金）
１０：００～１１：３０

および
１３：００～１４：３０

保健師・栄養士

保健師・栄養士

保健師・栄養士
歯科衛生士

歯科相談あり
（歯ブラシ持参）

保健師・栄養士
歯科衛生士

歯科相談あり
（歯ブラシ持参）

保健師・栄養士
歯科衛生士

歯科相談あり
（歯ブラシ持参）

保健師・栄養士
歯科衛生士

吉田人権会館
（吉田）

2 月 6 日（月）
１０：００～１１：３０

人権福祉センター
（八千代）

2 月 20 日（月）
１０：３０～１５：００

2月7日（火）
１０：００～１１：３０

ふれあいセンター
いきいきの里（吉田）

ふれあいセンター
こうだ（甲田）

2月22日（水）
１０：００～１１：３０

基幹集落センター
（高宮）

要予約（予約先：
各支所保健師）

2月7日（火）
１3：００～１6：0０

心理判定員
（子育て相談

ふれあいセンターい
きいきの里（吉田）

2月27日（月）
９：３０～１１：３０

お　知　ら　せ

２月１日（水）
９：００～１１：００

２月７日（火）
９：００～１１：００

２月１０日（金）
１０：００～１２：００

２月１４日（火）
１０：００～１２：００

２月２２日（水）
１０：００～１２：００

２月２８日（火）
１０：００～１２：００

２月２２日（水）
９：３０～１１：３０

２月１６日（木）
９：００～１７：００

２月１６日（木）
９：３０～１１：３０

２月１４日（火）
９：００～１１：００

※都合によりお住まいの町以外で健診を受けたい方は
　市役所または各支所の保健師へご相談ください。
※対象者には個人通知します。

月日・時間

ふれあいセンター
いきいきの里

（吉田町）

ふれあいセンター
いきいきの里

（吉田町）

人権福祉センター
（八千代町）

ふれあいセンター
こうだ（甲田町）

山村開発センター
（美土里町）

向原保健センター
（向原町）

向原保健センター
（向原町）

会　　　　場

乳幼児食生活
「集団生活に
向けて」

幼児食生活「食
育のすすめ」

乳児食生活「体
調が悪いときの
食事」

幼児食生活「食
育のすすめ」

「お口の健康」
について

幼児食生活「食
育のすすめ」

乳幼児食生活「離乳
食とベビーフード、体
調が悪いときの食事」

内　　　容 対象（概ね20組）

※２月６日・7日・17日・22日・27日は「4か月児相談」を同時開催いたし
　ます。（対象者には個人通知あり）
※育児相談はどこの会場を利用されても結構です。お気軽にご参加くだ
　さい。 ※子育てに関する悩み、相談も応じています。お気軽にお話ください。

※上記保育所（園）以外は、随時、園庭開放を行っておりますが行事の
　都合等がありますので保育所（園）にお問い合わせください。

　子どもたちは友だちと遊んだり、お母さんと遊んだりと楽しい時
間が過ごせます。そのかたわらで、お母さんたちは育児の悩みなど
情報交換もできます。

山村開発センター
（美土里）

2月22日（水）
１０：００～１１：３０

■持ってくるもの　お茶・着替え・タオル

1 歳～
　　未就学児

3 か月～ 1歳
6か月未満児

3 か月～

　　未就学児

3 か月～

　　　1 歳児

1 歳～

　　未就学児

3 か月～

　　未就学児

1 歳 6か月～

　　未就学児

申込み・お問い合わせ

２月２日（木）～２月６日（月）
保健医療課

（℡４２－５６１９）

２月１０日（金）～２月１４日（火）
向原支所市民生活課

（℡４６－３１１３）

２月１３日（月）～２月１５日（水）
八千代支所市民生活課

（℡５２－２１１３）

２月２０日（月）～２月２２日（水）
保健医療課

（℡４２－５６１９）

２月２１日（火）～２月２３日（木）
甲田支所市民生活課
（℡４５－５１２０）

２月２８日（火）～３月７日（火）
美土里支所市民生活課

（℡５４－０３１３）

２月２４日（金）～２月２８日（火）
向原支所市民生活課

（℡４６－３１１３）

　
　
　
　
　
　

育
児
全
般
に
お
け
る
個
別
相
談

診
察
、
身
体
計
測
、
食
事
・
歯
な
ど

子育ての
　ページ
子育ての
　ページ

ここは子育て中のみなさんを応援＼(^ o^ )／するコーナーです。

子育て支援

健康教室

健康診査

育児相談

中
耳
炎
は
子
ど
も
に
多
い病

気
の
一
つ

　

か
ぜ
を
ひ
き
や
す
い
寒
い
時
期
は
、

中
耳
炎
に
も
か
か
り
や
す
く
な
り

ま
す
。
中
耳
炎
は
鼻
水
な
ど
の
細

菌
が
耳
管
を
通
っ
て
、
中
耳
に
感

染
す
る
と
起
こ
り
ま
す
。
中
耳
炎

は
放
っ
て
お
く
と
、
音
や
声
な
ど

が
聞
こ
え
に
く
く
な
る
こ
と（
難
聴
）

が
あ
り
ま
す
。

中
耳
炎
の
種
類

■
急
性
中
耳
炎

　

主
な
症
状
は
発
熱･

耳
痛･

耳
だ
れ
。

■
慢
性
中
耳
炎

急
性
中
耳
炎
が
治
り
き
ら
ず
放
っ

て
お
く
と
、
鼓
膜
に
穴
が
あ
い

て
し
ま
う
。
耳
だ
れ
が
出
る
。

■
浸
出
性
中
耳
炎

耳
だ
れ
が
耳
管
に
た
ま
っ
て
炎

症
を
起
こ
し
た
も
の
。
耳
が
ふ

さ
が
っ
た
感
じ
が
す
る
。

鼻
水
を
取
る
よ
う
に

　

小
さ
な
子
ど
も
ほ
ど
症
状
を
う

ま
く
伝
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
耳
を
さ

わ
る
・
機
嫌
が
悪
い
・
呼
ん
で
も

振
り
向
か
な
い
な
ど
の
症
状
が
あ

れ
ば
、
特
に
注
意
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

鼻
水
が
で
る
時
は
、
子
ど
も
に
鼻

を
か
ま
せ
た
り
、
保
護
者
の
方
が

鼻
水
を
吸
っ
て
あ
げ
た
り
す
る
の

が
よ
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
鼻

水
が
続
く
場
合
は
、
専
門
医
を
受

診
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

子
育
て
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

子
ど
も
に
多
い

中
耳
炎

保育所（園）名日　　時 内　　　容

ふなさ保育園
℡５７－０００７

かわね保育園
℡５８－０２５９

吉田保育所
℡４２－０６６２

吉田保育所
℡４２－０６６２

みどりの森保育所
℡５４－０８８０

吉田保育所
℡４２－０６６２

入江保育園
℡４３－１０１１

吉田保育所
℡４２－０６６２

吉田幼稚園
℡４２－２７８８

向原こばと園
℡４６－２０１８

くるはら保育園
℡５７－１６３３

沖田孝司さんによるビオラ
演奏と講話

園庭開放

園庭開放

園庭開放

じゅんじゅん先生と遊
ぼう！

２月２０日（月）
９：３０～１１：００

絵本の読みきかせ
向原町きらきら絵本館

園庭開放

園庭開放

園庭開放

園庭開放

園庭開放

（受付９：３0～９：４５）

（受付９：３0～９：４５）

（受付９：３0～９：４５）

（受付９：３0～９：４５）

（受付９：３0～９：４５）

（受付９：３0～９：４５）

（受付９：３0～９：４５）

　

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
て
５
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
要
介
護
・
要
支
援

認
定
を
受
け
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
人
は
確
実
に
増
え
続
け
、
現
在
は
高
齢

者
の
約
２３
％
が
要
介
護
・
要
支
援
の
認
定

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
経
費

は
、
第
１
号
被
保
険
者（
６５
歳
以
上
の
方
）

の
保
険
料
、
第
２
号
被
保
険
者（
４０
歳
以

上
６５
歳
未
満
の
方
）の
保
険
料
と
公
費（
国
・

県
・
市
の
負
担
金
）で
負
担
し
て
い
ま
す
。

保
険
給
付
サ
ー
ビ
ス
以
外
の
総
務
費
な
ど

は
、
市
の
一
般
会
計
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

　

第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、
保
険

給
付
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
の
総
額
の

１８
％（
基
本
）を
負
担
し
て
い
た
だ
く
事
と

な
っ
て
お
り
、
３
年
間
の
期
間
で
設
定
を

し
、
平
成
１５
年
度
か
ら
平
成
１７
年
度
は
基

準
額
が
３，
３
０
８
円（
月
額
）で
し
た
。

ま
た
、
所
得
に
よ
り
基
準
額
の
０.５
か
ら
１.５

倍
ま
で
の
５
段
階
に
な
っ
て
い
ま
す
。
納

付
方
法
は
、
高
齢
者
の
年
金
の
種
類
や
金

額
に
よ
り
、
特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天

引
き
）と
普
通
徴
収（
納
付
書
納
付
・
口
座

振
替
納
付
）に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
６５
歳

以
上
の
方
が
平
成
１６
年
度
に
納
付
し
て
い

た
だ
い
た
保
険
料
は
４
億
２
４
８
万
円
、

収
納
率
は
９９
・
３
％
で
し
た
。

　

第
２
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、
加
入

し
て
い
る
医
療
保
険
者（
国
民
健
康
保
険
、

政
府
管
掌
健
康
保
険
、
共
済
保
険
等
）ご

と
に
額
を
決
定
し
て
、
医
療
保
険
と
合
わ

せ
て
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
に
納

付
を
し
、
支
払
基
金
か
ら
各
保
険
者
に
交

付
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
１６
年
度
に
お
け
る
安
芸
高
田
市
の

介
護
保
険
の
決
算
、
認
定
者
の
状
況
、
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
は
次
の
通
り
で
す
。

2月9日（木）
13：00～13：15

吉田人権会館
（吉田）

吉田人権会館
（吉田）

2月16日（木）
13：00～13：15

2月2日（木）
13：00～13：30

2月23日（木）
13：00～13：15

基幹集落センター
（高宮）

人権

福祉センター

（八千代）

■生後4～6か月
児
■生後10～12か月児
■1歳6～8か月児
■2歳4～6か月児

2月15日（水）
13：00～13：25

向原

保健センター

（向原）

2 月 14 日（火）

2 月 22 日（水）

2 月 23 日（木）

3 月 2 日（木）

 3 月 3 日（金）

 3 月 8 日（水）

 3 月 8 日（水）

10：00～11：30

10：00～1３：０0

10：00～13：00

10：00～1３：０0

10：00～1３：０0

10：00～11：30

10：00～1３：０0

長寿から

　元気で長生き

長寿から

　元気で長生き
平成１６年度 決算から

介 護 保 険

■要介護（要支援）認定者数
平成17年 3月 31日現在

414

6

420

第 1 号被保険者
（６５歳以上）

第 2 号被保険者
（４０歳以上６５歳未満）

総　　　　数

■保険給付のサービス別決算状況と延べ利用者数

（第１号被保険者数　１０,６９６人）

要

支

援

955

19

974

要
介
護
１

326

14

340

要
介
護
２

235

8

243

要
介
護
３

238

2

240

要
介
護
４

294

8

302

要
介
護
５

2,462

57

2,519

計

決算額（万円）

12億4，245

7億7，169

2億2，621

1，205

3，751

3億5，774

6，874

6，942

1億9，742

1億9，742

2億3，865

2億3，865

470

2，997

16億7，943

8億  867

4億1，787

4億5，288

1，571

463

29億4，222

利用者数（人）

43，445

24，187

5，151

254

1，111

10，613

1，714

5，344

1，859

1，859

16，902

16，902

226

271

5，802

2，910

1，567

1，325

49，247

サービスの種類

居宅介護（支援）サービス

訪問通所サービス

訪問介護（ホームヘルプ）

訪問入浴介護

訪問看護

通所介護（デイサービス）

通所リハビリテーション

福祉用貸与

短期入所サービス

短期入所生活（療養）介護

その他サービス

グループホーム（認知対応型共

同生活）・ケアプラン作成など

福祉用具購入費

住宅改修費

施設介護サービス

介護老人福祉施設

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

高額介護サービス費

審査支払手数料

合　　　　　　計
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平
成
18
年

安
芸
高
田
市
消
防
出
初
式

消
防
出
初
式

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

17

安
芸
高
田

　
消
防

安芸高田市消防本部・安芸高田消防署
TEL ４２－０９３１　FAX ４７－１１９１

ホームページ　http://www.akitakata.jp/119/

火　災

救　急

救　助

その他

安芸高田消防署

12月 の出動件数

※下段の（　）は
　平成17年の累計

　

一
年
の
災
害
に
対
す
る
消
防
関
係

者
の
誓
い
を
し
め
す
と
と
も
に
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
消
防
の
装
備
や
訓
練

を
披
露
す
る
こ
と
で
、
防
火
・
防
災

の
意
識
と
、
消
防
機
関
に
対
す
る
信

頼
感
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

２
回
目
と
な
る
安
芸
高
田
市
消
防
出

初
式
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

３
月
５
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
１０
時
〜

■
と
こ
ろ　

安
芸
高
田
消
防
へ
リ

　

ポ
ー
ト（
吉
田
運
動
公
園
と
な
り
）

16

■市役所本庁
℡.42-2111㈹
（総務部、自治振興部、
市民部、福祉保健部）

■市役所第1分庁舎
℡.47-4021㈹
（産業振興部）

■市役所第2分庁舎
℡.47-1201㈹
（建設部）

■市役所第3分庁舎
℡.42-0049㈹
（教育委員会）

■消防本部
℡.42-0931㈹

■八千代支所
℡.52-2111㈹

■美土里支所
℡.54-0311㈹

■高宮支所
℡.57-0311㈹

■甲田支所
℡.45-4111㈹

■向原支所
℡.46-3111㈹

お役立ち
情報

受　

賞

　

戦
時
中
は
朝
鮮
の
国
民
学
校
な

ど
で
７
年
間
、
戦
後
は
高
田
郡
内

の
小
中
学
校
で
教
員
・
校
長
と
し

て
31
年
間
勤
務
、
教
育
の
推
進
・

発
展
の
た
め
努
力
を
重
ね
ら
れ
ま

し
た
。
特
に
、
「
山
間
地
の
小
規

模
校
と
い
う
環
境
に
負
け
る
こ
と

な
く
、
希
望
を
持
っ
て
勉
強
や
児

童
会
活
動
な
ど
に
打
ち
込
み
、
他

校
の
児
童
に
負
け
な
い
気
概
を

持
っ
て
頑
張
る
子
ど
も
の
育
成
」

と
い
っ
た
、へ
き
地
教
育
の
研
究
・

実
践
に
関
す
る
功
績
は
大
き
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
叙
勲

向
原
中
学
校
の
新
谷
彩
さ
ん

人
権
作
文
が
全
国
入
賞

催
し
物

八
千
代
の
丘
美
術
館

セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
企
画
展

芸
術
農
園「
四
季
の
里
」八
千
代

の
丘
美
術
館

52
・
3
0
5
0

■
第
三
回
安
芸
高
田
市

　

児
童･

生
徒
自
画
像
展

　

２
月
３
日（
金
）〜
27
日（
月
）

　

市
内
小
中
学
校
よ
り
応
募
の

あ
っ
た
中
か
ら
５２
点
の
入
賞
作
品

を
展
示
。

※
開
館
時
間
は
午
前
10
時
〜
午

後
５
時（
毎
週
火
曜
日
休
館
）

※
入
場
料　

無
料

昨年の出初式のようす

　

平
成
１８
年
安
芸
高
田
市
消
防
出
初

式
を
撮
影
し
た
写
真
を
対
象
に
、
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。
詳
し

い
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　

消
防
本
部　

防
災
課
防
災
係

平
成
17
年
中
の
火
災
・
救
急
件
数

救
急
車
は
３
台

救
急
車
の
正
し
い
利
用
を

　

安
芸
高
田
消
防
署
に
、
救
急
車
は

３
台
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

急
を
要
し
な
い
軽
い
病
気
や
け
が

な
ど
で
救
急
車
を
利
用
す
る
と
、
重

病
人
を
病
院
に
運
ぶ
の
が
遅
れ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

緊
急
時
の
市
民
の
命
を
救
う
た
め
に
、

救
急
車
は
正
し
く
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

　

昨
年
末
に
各
戸
配
布
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
で
お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
、
新
築

の
住
宅
に
は
本
年
６
月
１
日
か
ら
、

既
存
住
宅
に
は
平
成
２３
年
５
月
３１
日

ま
で
に
設
置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

警
報
器
は
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
ま
た

は
消
防
用
設
備
取
扱
業
者
な
ど
で
販

売
さ
れ
ま
す
。ま
た
、警
報
器
は
誰
で

も
取
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。資

格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。た
だ
し
、
１００

Ｖ
電
源
の
工
事
が
必
要
な
も
の
は
、資

格
者
に
よ
る
工
事
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

消
防
本
部　

防
災
課
指
導
係

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　

３
月
１
日
か

ら
７
日
ま
で
の

一
週
間
は
、
全

国
一
斉
に
春
の

火
災
予
防
運
動

が
実
施
さ
れ
ま

す
。
こ
の
時
季
は
空
気
が
特
に
乾
燥

し
ま
す
。
ま
た
、
風
の
強
い
日
が
多

く
な
り
、
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な

っ
て
い
る
の
で
、
屋
外
で
の
火
の
取

扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
１７
年
中
の
、
安
芸
高
田
市
内

で
の
火
災
件
数
お
よ
び
救
急
出
場
の

状
況
を
ま
と
め
ま
し
た
。

■
火
災
件
数　

３３
件

【
火
災
種
別
】

　

▼
建
物　
　

９
件

　

▼
林
野　
　

４
件

　

▼
車
両　
　

２
件

　

▼
そ
の
他　

１８
件

【
出
火
原
因
】

　

１
位　

火
入
れ

　

２
位　

た
ば
こ

　

３
位　

火
遊
び
・
コ
ン
ロ

■
救
急
出
場
件
数　

１，

４
８
７
件

【
救
急
種
別
】

　

▼
急
病　
　
　

８１１
件

　

▼
交
通
事
故　

１８０
件

　

▼
一
般
負
傷　

１５７
件

　

▼
そ
の
他（
病
院
間
搬
送
等
）２８８
件

　

火
災
件
数
は
、
昨
年
の
３７
件
に
比

べ
て
４
件
減
少
し
て
お
り
、
火
災
に

よ
る
死
傷
者
は
４
人
で
、
昨
年
よ
り

５
人
減
少
し
て
い
ま
す
。
出
火
原
因

は
火
入
れ
が
全
体
の
２
割
を
占
め
、

損
害
額
は
約
６
千
３
７
２
万
円
で
し
た
。

救
急
出
場
件
数
は
年
々
増
加
の
一
途

を
た
ど
り
、
昨
年
の
１，
４
０
０
件

に
比
べ
、
８７
件
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
１
日
あ
た
り
約
４
件
出
場

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

消
防
署　

警
防
課
警
防
係（
火
災
）

　
　
　
　
　
　
　
　

救
急
係（
救
急
）

■と　き　２月１１日（祝）13：00～

■ところ　フォルテ（八千代町）

■内　容

●活動展示報告（地域振興組織および各種団体）

●活動の発表（わがまち物語）

●地域の味交流会（会費制）

安芸高田市民フォーラム安芸高田市民フォーラム安芸高田市民フォーラム
自治振興課　　42－5617自治振興課　　42－5617

保
健
と
福
祉

各
種
相
談
・
検
診
の
日
程

（
0
8
2
）8
1
4
・
3
1
8
1

芸
北
地
域
保
健
所　

保
健
課

「
ひ
き
こ
も
り
」
の
相
談

■
と
き
・
と
こ
ろ　

２
月
22
日（
水
）

午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

　

芸
北
地
域
保
健
所
（
事
前
連
絡

必
要
。
予
約
制
。
秘
密
厳
守
）

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査

■
と
き
・
と
こ
ろ　

２
月
21
日（
火
）

午
前
９
時
〜
11
時　

芸
北
地

域
保
健
所

２件

１３１件

５件

２件

瑞
宝
双
光
章

石
井
正
巳
さ
ん
（
高
宮
町
）

元　

公
立
小
学
校
校
長

　

向
原
中
学
校
１
年
生
の
新
谷
彩

さ
ん
の
人
権
作
文
が
、
全
国
中
学

生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
奨
励

賞
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

新
谷
さ
ん
の
作
文
は
、
広
島
法

務
局
三
次
支
局
管
内
で
４
７
８
作

品
の
中
か
ら
広
島
県
大
会
へ
推
薦

さ
れ
る
５
作
品
に
選
ば
れ
、
広
島

県
大
会
で
最
優
秀
賞
で
あ
る
広
島

法
務
局
長
章
を
受
賞
。
法
務
省
と

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
が
主

催
し
て
い
る
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
に

広
島
県
代
表
と
し
て
推
薦
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

（３３件）

（１,４８７件）

（３１件）

（３３件）

休
日
・
夜
間
当
番
医

《
休
日
》午
前
９
時
〜
午
後
６
時

２
月
５
日
（
日
）

中
村
医
院
（
向
原
町
）

　
【
外
科
・
胃
腸
科
】℡
46-

５
５
８
８

２
月
11
日
（
祝
）

横
田
診
療
所
（
美
土
里
町
）

【
内
科
】
℡
54-

０
６
９
９

�

２
月
12
日
（
日
）

徳
永
医
院
（
甲
田
町
）

　

【
外
科
】℡
45-

２
０
３
２

２
月
19
日
（
日
）

平
岡
内
科
医
院
（
吉
田
町
）

　

【
内
科
】
℡
42-

０
４
４
６

児
玉
眼
科
医
院
（
吉
田
町
）

　

【
眼
科
】
℡
42-

０
２
２
６

２
月
26
日
（
日
）

井
上
内
科
医
院
（
吉
田
町
）

　

【
内
科
】℡
42-

０
０
０
５

【
休
日
・
夜
間
】
２４
時
間
対
応

吉
田
総
合
病
院
（
吉
田
町
）

【
救
急
診
療
所
】℡
４２-

０
６
３
６

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
出
か
け
る
前
に
医
療

機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



１日人間ドック検診の
お知らせ
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■市役所本庁
℡.42-2111㈹
（総務部、自治振興部、
市民部、福祉保健部）

■市役所第1分庁舎
℡.47-4021㈹
（産業振興部）

■市役所第2分庁舎
℡.47-1201㈹
（建設部）

■市役所第3分庁舎
℡.42-0049㈹
（教育委員会）

■消防本部
℡.42-0931㈹

■八千代支所
℡.52-2111㈹

■美土里支所
℡.54-0311㈹

■高宮支所
℡.57-0311㈹

■甲田支所
℡.45-4111㈹

■向原支所
℡.46-3111㈹

お役立ち
情報

■
２
月
か
ら
は
じ
ま
る
講
座

ア
ク
セ
ス
基
礎（
昼
）・
ワ
ー
ド

＆
エ
ク
セ
ル
・
表
計
算
受
験
準

備
・
Ｊ
Ｗ
│

Ｃ
Ａ
Ｄ
・
エ
ク
セ

ル
基
礎

定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
締
切
り
。

（
開
催
日
・
時
間
・
定
員
・
受
講

料
な
ど
は
直
接
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

　

広
島
県
が
指
定
す
る
医
療
機

関
で
、
平
成
16
年
４
月
１
日
以

降
に
は
じ
め
た
、
戸
籍
上
の
夫

婦
間
の
体
外
受
精
と
顕
微
授
精

の
治
療
に
か
か
っ
た
費
用
に
対

し
て
、
１
年
度
あ
た
り
10
万
円

を
上
限
に
、
２
年
間
助
成
す
る

も
の
で
す
。

　

申
請
は
、
治
療
終
了
後
２
か

月
以
内
に
、
住
所
地
を
管
轄
す

る
芸
北
地
域
保
健
所
で
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
広
島
県
健
康
増
進
・

歯
科
保
健
室（
℡
０
８
２
│

５
１
３

│

３
０
７
８
）か
芸
北
地
域
保
健
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

不
妊
治
療
費
の

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す

「食」のさんぽ道「食」のさんぽ道

　１２月８日、船佐小学校でさつまいもを使ったおやつ作り

をしました。これは、「自分たちが作った（栽培した）ものを、

自分たちで調理して食べることで、食事に関心をもつ」こと

を目的に船佐小学校で行われているもので、ヘルスメイトの

関わりも７年目となります。

　今回は低学年の子どもたち１３名と先生、そしてヘルスメ

イト６名がさつまいも団子とポタージュをつくりました。

　うれしそうに手を動かして、

団子を丸める姿を見ながら

「この笑顔がいつまでも続い

て欲しい」と、食べること

の大切さなどを話しながら

願わずにはいられませんで

した。「これからもずーっと

続けていきたいね」と、み

んなが思った１日でした。

「野菜を作って、食と心を育てよう♪」「野菜を作って、食と心を育てよう♪」「野菜を作って、食と心を育てよう♪」

学
校
教
育
課

42・
0
3
6
0

（
0
8
2
）8
1
4
・
3
1
8
1

芸
北
地
域
保
健
所　

保
健
課

　

広
島
県
で
は
、
不
妊
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
の
相
談
や
、

情
報
提
供
を
行
う
た
め
広
島
大

学
病
院
内
に
不
妊
専
門
窓
口
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
相
談
に
関

す
る
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

た
だ
し
、
特
定
の
医
療
機
関
の

紹
介
は
で
き
ま
せ
ん
。

電
話
で
の
相
談

■
相
談
日　

毎
週
水
・
木
曜
日（
祝

日
・
年
末
年
始
は
休
み
）

　

水
曜　

午
後
４
時
〜
午
後
７
時

　

木
曜　

午
後
５
時
30
分
〜

午
後
７
時
30
分

■
電
話
（
０
８
２
）２
５
６
│

５
６
１
０

　

※
面
接
相
談
は
予
約
制
で
、

電
話
相
談
後
に
予
約
を
受
け
付

け
ま
す
。

不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

断
酒
会

（
0
8
2
）5
1
3
・
3
0
7
8

広
島
県
健
康
増
進
・
歯
科
保
健
室

広
島
断
酒
ふ
た
ば
会　
中
村
忠

43
・
1
6
0
5

■
と
き　

２
月
10
日（
金
）・
17
日（
金
）

　

例
会
午
後
７
時
〜
９
時

■
と
こ
ろ　

吉
田
公
民
館

※
詳
し
い
内
容
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　自らの健康管理のため1年に 1回以上は健康診査を受

けましょう。申し込み期間が、昨年までと変更になって

いますので、ご注意ください。

■場所　吉田総合病院内　

　　　　ＪＡ吉田健康管理センター

■料金　男女とも20,000円

　　　　（安芸高田市国民健康保険被保険者の方12,000円）

　※女性検診（乳がん・子宮がん）希望者は、1,050円追

　　加となります。

■申込　ＪＡ吉田健康管理センターへ直接電話で申し

　　　　　込んでください。℡42－5385

■申込期間　2月13日（月）～4月21日（金）

　　　　　　午後0時から午後4時30分まで

　　　　　　（期間内、土・日曜日・祝日除く）

■実施期間　4月～12月

　（実施日は、申し込み時にご確認ください。）

　なお、総合健診は各支所とも6月～ 7月の実施を予定

しています。

１日人間ドック検診の
お知らせ
１日人間ドック検診の
お知らせ 保健医療課　　42－5619

人権推進課　　42－1126

■とき・ところ

　２月１７日（金）向原保健センター

　　　　　　　　９：３０～１１：００／１２：１５～１５：３０

　２月２７日（月）八千代人権福祉センター９：３０～１１：１５

　　　　　　　　八千代病院　　　　　　　　　　　　　　１３：００～１５：３０

　献血は多くの患者さんの命を救います。毎日多くの尊い

生命が輸血により救われています。それは全て、皆さんの

善意の献血で支えられています。

　血液は人工的には造れません。日々進歩する医学。しかし、

輸血用血液が人工的に造れるところまでにはいたってい

ません。多くの患者さんを救うためには、皆さんの理解と

協力による献血がぜひとも必要なのです。

■お知らせ

★献血受付の際に、運転免許証・健康保険証など自身を

証明できるものの提示をお願いしています。

★現在血液が不足しています。一人でも多くの方のご協

力をおねがいいたします。

献血にご協力ください献血にご協力ください献血にご協力ください
献血とは、輸血を必要としている患者さんに、皆さんが
自発的に「無償」で血液を提供するボランティアです。

募　

集

安
芸
高
田
市
奨
学
金

平
成
１８
年
度
奨
学
生
募
集

　

学
習
の
意
欲
が
あ
り
な
が
ら
、

経
済
的
理
由
で
高
校
・
大
学
・
そ

の
他
の
学
校
へ
就
学
す
る
こ
と
が

困
難
な
方
へ
、
学
資
金
の
一
部
を

貸
し
付
け
ま
す
。

■
奨
学
生
の
資
格

○
独
立
し
て
生
計
を
営
む
奨
学
生
か
、

扶
養
を
し
て
い
る
家
族
が
１
年

以
上
市
内
に
住
所
が
あ
る
こ
と
。

○
高
等
学
校
な
ど
に
在
学
し
て
い

る
こ
と
。

○
経
済
的
理
由
で
就
学
が
困
難
で

あ
る
者
と
し
て
別
に
定
め
る
基
準

に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

○
学
習
状
況
が
良
好
で
あ
る
こ
と
。

○
国
や
地
方
公
共
団
体
が
行
っ
て

い
る
、
他
の
奨
学
金
を
受
け
て

い
な
い
こ
と
。

■
奨
学
金
の
申
請

　

学
校
教
育
課
か
、
各
教
育
分
室

に
申
請
書
を
取
り
に
来
て
く
だ
さ

い
。

各
種
訓
練
・
講
座
受
講
者
募
集

広
島
北
部
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

広
島
北
部
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

（
0
8
2
4
）
62
・
8
5
0
0

安芸高田市食生活改善推進協議会

■
受
付
期
間

　

２
月
16
日（
木
）ま
で

●
自
動
車
整
備
科　

●
建
築
科

●
エ
ク
ス
テ
リ
ア
左
官
科

●
溶
接
技
術
科

●
Ｏ
Ａ
事
務
科

４
月
入
校
の
訓
練
生
を
募
集

県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
校

（
0
8
2
4
）
62
・
3
4
3
9

■入館・入会の基準

【児童館】小学１年生から６年生の児童が入館すること

ができます。

【児童クラブ】保護者が労働などで昼間家庭にいない小

学１年生から３年生。

■申込書の配布　２月２０日（月）

　社会福祉課か各支所市民生活課、各館・クラブで配布

■受付期間　３月１日（水）～７日（火）

■受付場所　社会福祉課または各支所市民生活課

【児童クラブ】　●イルカ児童クラブ（吉田町吉田）●にこ

にこ児童クラブ（吉田町山手　可愛小学校内）●郷野児

童クラブ（吉田町上入江）●めだか児童クラブ（美土里

町本郷　美土里小学校内）●小田東児童クラブ（甲田町

高田原　甲田町中央公民館内）●ひまわり児童クラブ（甲

田町上甲立　シルバー人材センター内）●小田児童クラ

ブ（甲田町上小原　小田小学校内）

【児童館】　●刈田児童館（八千代町勝田）●根野児童館（八

千代町上根）●向原児童館（向原町坂）

※負担金・利用時間などご不明な点はお問い合わせください。

　消費生活に関する相談や商品サービスに関する苦情など、
お気軽にご相談ください。専門の資格を持つ消費生活相談
員が相談に応じます。

■とき　毎週水曜日　午前９時～午後４時
■ところ　消費生活相談窓口（市民部人権推進課内）
※水曜日以外（平日）は、市民部人権推進課もしくは各支所にお問い合わせください。

こんなことありませんか…　ご相談ください。
■送りつけ商法
　昨日、宅急便が届いた。心当たりはなかったが一応受
け取ってあけてみると、商品と代金振込用紙が入っていた。
家族に聞いてもだれも注文した覚えがないという。代金
を支払うしかないのだろうか？
■架空請求
　債権回収業者を名乗るところから「総合消費料金未納
分最終通達書」と書かれたハガキがきた。全く身に覚え
がないが、本当に強制執行されるのだろうか？
■訪問販売
　訪問販売で購入した商品の売買契約を解除したいの
だが？

児童館・児童クラブ入館・入会申込を開始児童館・児童クラブ入館・入会申込を開始
社会福祉課　　42－5615

毎週水曜日は消費生活相談員の
消費生活相談

■
応
募
資
格　

電
気
通
信
サ
ー
ビ

ス
に
関
心
が
あ
る
満

20
歳
以

上
の
方
。（
総
務
省
、
電
気
通
信

事
業
者
に
勤
務
経
験
が
あ
る
方

と
そ
の
家
族
は
除
く
。）

■
活
動
内
容　

ア
ン
ケ
ー
ト（
２
回
）

へ
の
回
答
と
会
議（
１
回
）へ
の

出
席

■
期
間　

平
成
18
年
４
月
１
日
〜

平
成
19
年
３
月
31
日

■
応
募
方
法　

は
が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

メ
ー
ル
で
、
住
所
、
氏
名
（
フ
リ

ガ
ナ
）、
電
話
番
号
（
携
帯
電
話

可
）、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
持
っ

て
い
る
方
の
み
）、
年
齢
、
性
別
、

職
業
お
よ
び
応
募
の
動
機
を
記

入
し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
期
限

　

２
月
20
日（
月
）
ま
で

■
応
募
あ
て
先

〒
７
３
０
│

８
７
９
５　

広
島
市

中
区
東
白
島
町
19
│

36　

中
国

総
合
通
信
局
情
報
通
信
部
電
気

通
信
事
業
課

FA
X

　

０
８
２
│

５
０
２
│

８
１
５
２

E

│m
ail

chugoku-m
onitor@

rbt.soum
u.go.jp

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
募
集

中
国
総
合
通
信
局
電
気
通
信
事
業
課

（
0
8
2
）2
2
2
・
3
3
7
7

■
申
請
書
提
出
期
限

　

４
月
20
日（
木
）

■
貸
付
の
決
定

　

収
入
状
況
な
ど
を
も
と
に
、
安

芸
高
田
市
奨
学
金
審
査
会
で
審
査

し
、
決
定
し
ま
す
。
申
請
者
へ
は

後
日
通
知
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

学
校
教
育
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。



管田　匠晃

樋川　光希

柿本　稜介

佐賀　夢花

場正　大成

牛田勘太郎

平本　紗希

奥村　妃那

後藤　優希

岩田明輝人

武田実愛來

芦田　尚希

上野雄太郎

大塚　琉彪

古川　大悟

山　　優輝

増田　和沙

槇野　洋介

辻駒　諒陽

下田　　椛

大前福太朗

京極　紗和

井口あかり

川口　　黎

橙 K

21 20

■市役所本庁
℡.42-2111㈹
（総務部、自治振興部、
市民部、福祉保健部）

■市役所第1分庁舎
℡.47-4021㈹
（産業振興部）

■市役所第2分庁舎
℡.47-1201㈹
（建設部）

■市役所第3分庁舎
℡.42-0049㈹
（教育委員会）

■消防本部
℡.42-0931㈹

■八千代支所
℡.52-2111㈹

■美土里支所
℡.54-0311㈹

■高宮支所
℡.57-0311㈹

■甲田支所
℡.45-4111㈹

■向原支所
℡.46-3111㈹

お役立ち
情報

お
知
ら
せ

環
境
と
生
活

およろこび
地　域 名　　　前 性別 地　域 名　　　前 性別

地　域 名　　　前 歳 地　域 名　　　前 歳

（敬称略）

今月の納税

納期限：2月28日

男

男

男

女

男

男

女

女

男

男

女

男

男

男

男

男

女

男

男

女

男

女

女

女

吉 田 町

八千代町

美土里町

高 宮 町

甲 田 町

向 原 町

平林　克昌
茶木原フサヱ
松原　増子
波村ミスヱ
松浦　鶴夫
三木　淳司
竹本トシヱ
津澤　　昭
浮田　弘子
小積チエミ
藤　ミツエ
御園　正雄
丸山サカノ
岡本　只夫
井上スギ子
三戸　挺三
清水　幾夫
石橋キヨコ
小笠原ハルコ
　川コタカ
三上ウテナ
川本　春人

平田　秋子
泉　フジヱ
岡元ウメノ
木下　　　
沖川　周一
井川　卓治
頓田美喜夫
小田　牧二
大柿　一角
谷川　道枝
山下　勝治
常友　正幸
井上カズノ
増原オシマ
小野　一海
村末　冨雄
谷口ツルヨ
沖田ナミヱ
宮川　充枝
小野　春雄
　田　　雄
古家ユワコ

62
74
72
90
76
64
74
75
71
94
86
89
97
83
82
79
79
94
95
90
95
82

92
81
96
72
91
74
83
78
95
76
62
73
92
89
87
78
88
79
91
68
86
85

吉 田 町

八千代町

美土里町

高 宮 町

甲 田 町

向 原 町

　このおよろこびとおくやみは掲載を承認された方のみ掲載しています。市
外で届けられた方で名前の掲載を希望される方は、企画課☎４２ー５６１２まで
ご連絡ください。

市の人口

総人口

男

女

世帯数

３３,７３２人　

１６,２４０人　

１７,４９２人　

１３,０４５世帯

平成１８年１月１日　現在

■
資
格
を
満
た
し
て
い
な
い
、
満

額
を
受
け
ら
れ
な
い
、
60
歳
以
上

65
歳
未
満
の
人

　

60

歳
に
な
る
ま
で
に
年
金
を
受

け
る
た
め
の
資
格
期
間
を
満
た
し
て

い
な
い
人
は
、
こ
の
期
間
に
不
足
期

間
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

た
、
す
で
に
資
格
期
間
を
満
た
し
て

い
る
が
、
年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け

た
い
人
は
65
歳
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

■
海
外
に
留
学
、居
住
し
て
い
る
人

　

海
外
に
住
ん
で
い
る
日
本
人
で
、

20
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
は
、
希

望
を
す
れ
ば
任
意
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

手
続
き
と
納
付
は
２
種
類

①
親
族
に
依
頼
す
る
場
合

日
本
の
最
終
住
所
地
に
親
族

（
親
、
子
、
兄
弟
、
姉
妹
な
ど
）

　

安
芸
高
田
市
で
は
、
下
水
道
な
ど

の
集
合
処
理
と
浄
化
槽
の
個
別
処
理

の
事
業
で
、
環
境
汚
染
の
原
因
と
な

る
生
活
排
水
を
き
れ
い
に
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
浄
化
槽
整
備
事
業
で
は
、

平
成
18
年
度
に
設
置
を
希
望
さ
れ

る
方
の
設
置
申
込
の
受
付
を
３
月
１

日
か
ら
行
い
ま
す
。

■
受
付
先　

下
水
道
課
ま
た
は
各
支

所
業
務
管
理
課

■
必
要
な
物　

印
鑑

※
浄
化
槽
が
設
置
で
き
る
地
域
は
、

集
合
処
理
区
域
外
の
地
域
で
す
。

区
域
の
詳
細
は
、
下
水
道
課
ま
た

は
各
支
所
業
務
管
理
課
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。

なるあき

み つ き

りょうすけ

ま ど か

たいせい

か ん た ろ う

さ 　 き

ひ 　 な

ま さ き

あ　き　と

み　あ　ら

な お き

ゆ う た ろ う

るひょう

だ い ご

ゆ う き

か ず さ

ようすけ

あ さ ひ

もみじ

ふ く た ろ う

さ 　 わ

れい

（敬称略）

おくやみ

浄
化
槽
設
置

申
込
の
受
付
を
行
い
ま
す

下
水
道
課

47
・
1
2
0
4

図書館からおすすめの本

人生最良の日は最悪の日！？笑うに笑えぬトラブ
ルの連続に､サラリーマン人生を問う選択を迫られ
る岩沢…。
はたして夢は成就するのか？哀歓に充ちたサラリ
ーマンコメディの快作。

江上剛／著

わがままな子も、ちょっとした反抗をしてみせる
子も、あなたがこの一言を言うだけで、驚くほど
変わりはじめます！子どもがどんどん“やる気”
を見せます。

『子どもが一週間で変わる親の
　「この一言」』 波多野ミキ／著

ぼくではなくなったぼくが、かたちをかえながら
あいにいったのは、やっぱりおかあさんでした。
小さな子どもの、親に対する愛情と悲劇のお話。

『ぼく、あいにきたよ』
明川哲也／著　児嶋サコ／画

え　がみ ごう

あきかわてつ　や こじま

『円満退社』

おすぎとピーコの二人によって語られる、厳しくて優しい映画
評論です。14年間にわたって雑誌に連載してきた記事が、「ラ
ブストーリー」「人間ドラマ」「コメディ」「ホラー/サスペンス」
「SF/アクション」のジャンル別に、読みやすくまとめられています。

おすぎ／述　ピーコ／述

は　た　の

恐ろしい自然災害、政治と選挙、アスベスト、６
カ国協議など、２００５年の重大ニュースの真実と重
要ポイントを、イラストを交えて分かりやすく紹介。
大人も知りたい情報満載。

『ＮＨＫ週刊こどもニュース’05』
日本放送出版協会

共に昭和７年生まれ、１３歳で敗戦。その後、様々な
精神的遍歴を踏み越えて、一人は作家、一人は実業家に。
それぞれのジャンルで日本を代表するビッグな二人
がここに出会い「魂の友」として縦横に語り合う。いま、
生きる意味を問うすべての人に捧げる対談集。

『何のために生きるのか』
稲盛和夫／著、五木寛之／著
いなもりかず　お いつき ひろゆき

『おすぎとピーコの
　 この映画を見なきゃダメ !!』

★吉田図書館

★八千代図書館

★美土里図書館

★田園パラッツォ図書館

★甲田図書館

★向原図書館

　

平
成
15
年
10
月
か
ら
、
家
庭
で
使

わ
な
く
な
っ
た
す
べ
て
の
パ
ソ
コ
ン
は
、

パ
ソ
コ
ン
メ
ー
カ
ー
な
ど
が
回
収
し

て
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
き
れ
い
セ
ン
タ
ー
で
パ
ソ

コ
ン
を
引
き
取
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
対
象
と
料
金

●
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
パ
ソ
コ
ン
（
本

体
）
●
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
パ
ソ
コ
ン

●
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
●
液
晶

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
一
体
型
パ
ソ
コ

ン
…
…
…
…
…
各
３，

０
０
０
円

●
ブ
ラ
ウ
ン
管
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

一
体
型
パ
ソ
コ
ン
●
ブ
ラ
ウ
ン

管
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

…
…
…
…
…
各
４，

０
０
０
円

※
平
成
15
年
９
月
30
日
以
前
の
パ

パ
ソ
コ
ン
に
限
る
。
10
月
１
日

以
降
に
購
入
し
た
パ
ソ
コ
ン
は
、

当
初
の
購
入
時
の
費
用
に
含
ま

れ
て
い
る
。
メ
ー
カ
ー
が
無
償

で
引
き
取
り
。

■
回
収
の
方
法

①
パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー
カ
ー
に
申
し

込
む
。

※
メ
ー
カ
ー
が
分
か
ら
な
い
パ
ソ

コ
ン
は
、
有
限
責
任
中
間
法
人

パ
ソ
コ
ン
３
Ｒ
推
進
セ
ン
タ
ー

（
℡
０３
│

５
２
８
２
│

７
６
８
５
）へ

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

②
専
用
の「
ゆ
う
パ
ッ
ク
伝
票
」
が

送
ら
れ
て
き
ま
す
。（
料
金
が
必

要
な
場
合
は
料
金
を
振
り
込
み

後
）
パ
ソ
コ
ン
を
梱
包
し
て
郵

便
局
へ
持
ち
込
む
か
回
収
し
て

も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

使
わ
な
く
な
っ
た
パ
ソ
コ
ン
は
パ
ソ

コ
ン
メ
ー
カ
ー
へ
出
し
て
く
だ
さ
い

市
民
生
活
課

42
・
5
6
1
6

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

希
望
す
れ
ば
加
入
で
き
る
人
も
い
ま
す

三
次
社
会
保
険
事
務
所

（
0
8
2
4
）
62
・
3
1
0
7

平
成
１８
年
度
か
ら
土
地
台

帳
の
閲
覧
を
廃
止
し
ま
す

税
務
課

42
・
5
6
1
4

■
実
施
日　

４
月
１
日
か
ら

　

合
併
前
の
一
部
旧
町
か
ら
の
引

継
ぎ
業
務
と
し
て
、
土
地
台
帳
の

閲
覧
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
安

芸
高
田
市
で
は
、
個
人
情
報
保
護

の
観
点
か
ら
廃
止
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

な
お
、
登
記
内
容
が
確
認
で
き

る
登
記
事
項
証
明
書
な
ど
は
、
従

来
ど
お
り
、
広
島
法
務
局
三
次
支

局
で
交
付
申
請
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
税
務
課
ま
で
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

が
住
ん
で
い
る
場
合
は
、
そ
の

家
族
に
加
入
手
続
き
や
保
険
料

の
納
付
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
（社）

日
本
国
民
年
金
協
会
に

　

依
頼
す
る
場
合

　

①
が
お
願
い
で
き
な
い
場
合
は
、

（社）
日
本
国
民
年
金
協
会
に
依
頼
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
出
国
の
前

に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。�

学
用
品
費
・
学
校
給
食
費
な

ど
を
補
助　

就
学
援
助
制
度

学
校
教
育
課

42
・
0
3
6
0

　

小
・
中
学
校
に
在
学
（
入
学
）
す

る
児
童
・
生
徒
が
家
庭
の
経
済
的

な
理
由
で
、
就
学
す
る
こ
と
が
難

し
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
学
用

品
費
・
学
校
給
食
費
な
ど
を
補
助

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

制
度
の
詳
し
い
内
容
な
ど
は
、

児
童
生
徒
が
在
学（
入
学
）す
る
学

校
か
学
校
教
育
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

第
８
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求

は
お
済
で
し
ょ
う
か
？

社
会
福
祉
課

42
・
5
6
1
5

２
月
７
日
は「
北
方
領
土
の
日
」

総
務
課

42
・
5
6
1
1

　

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
対
し
て

特
別
弔
慰
金（
額
面
40
万
円　

10
年

償
還
）が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
対
象
者　

戦
没
者
な
ど
の
死
亡

当
時
の
遺
族
。
平
成
17
年
４
月

１
日
で
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族

年
金
な
ど
を
受
け
る
方
が
い
な

い
場
合
、遺
族
一
人
。

※
請
求
順
位
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
県
庁
援

護
恩
給
室
ま
た
は
市
役
所
の
請
求
窓
口
へ
。

■
請
求
窓
口　

社
会
福
祉
課

　

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
課

■
請
求
期
限

　

平
成
20
年
３
月
31
日

第
６
回
・
７
回
受
給
者
も
対
象
に

　

昨
年
６
月
に
支
払
い
が
終
了
し

た
、第
６
回
ま
た
は
第
７
回
特
別
弔

慰
金
の
受
給
者
で
、
今
回
の
特
別

弔
慰
金
請
求
の
手
続
き
が
ま
だ
の

方
は
早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
従
前
の
受
給
者
が
平
成
１７
年
３
月
３１
日

ま
で
に
死
亡
さ
れ
て
い
る
場
合
や
、
従
前
の

請
求
時
に
相
続
人
と
し
て
受
給
資
格
を
有

し
た
方
の
場
合
な
ど
は
、
請
求
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

政
府
は
、毎
年
２
月
７
日
を「
北

方
領
土
の
日
」と
定
め
、北
方
領
土

返
還
要
求
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
、
安
芸
高
田
市
で
も
ゆ

め
タ
ウ
ン
吉
田
店
正
面
玄
関
で
街

頭
啓
発
活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
北
方
領
土
問
題
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
ゆ
き
ま
し
ょ

う
。

『
世
代
越
え 

心
に
願
う
は 

四
島
返
還
』

平
成
17
年
度
北
方
領
土
に
関
す
る
標
語

(

独
立
行
政
法
人 

北
方
領
土
問
題
対
策
協
会)

し　

ま

固定資産税

国民健康保険税

4期

8期



高宮支所市民生活課 ５７－０３１３

向原支所市民生活課 ４６－３１１３

向 原 掲 示 板
【人権講演会】

■と　き　2月26日(日) 13：30～

■ところ　向原若者センター

■講　師　 落語家　笑福亭伯鶴 さん

■演　題　 伯鶴の錯覚人生反省記

【献血】2月17日(金)　9：30～11：00／12：15～15：30

向原保健センター前

【観音クラブ健康教室】

2月2日(木)　10：00～11：30　ふれあいプラザ戸島

【長寿会健康教室】

2月8日(水)　10：00～11：30　坂地区生活改善センター

【寺山健康教室】

2月10日(金)　13：30～15：00　寺山地区多目的集会所

【錦水健康教室】

2月13日(月)　10：00～13：30　有留地区多目的集会所

【和光会健康教室】

2月21日(火)　13：30～15：00　保健センター

【寿徳会健康教室】

2月28日(火)　10：00～11：30　下長田老人集会所

【犬・猫の引き取り】

2月1日(水)・15日(水)10：00　向原支所

美土里支所市民生活課 ５４－０３１３ 美土里教育分室 ５９－２１２０
【リハビリ（にこにこ会）】

2月　7日(火)  田園パラッツォ　　
13：30～15：30

2月21日(火)　まなび

【犬・猫の引き取り】2月9日（木）10：00　美土里支所

【立春式】2月3日（金）13：30～15：00　まなびホール

【げんき広場】

2月 1日(水)　室内あそび

2月15日(水)　お別れ会

2月22日(水)　絵本の読み聞かせ

美土里掲示板

甲 田 掲 示 板

【リハビリ】

2月8日(水)・22日(水) 13：30～16：00

ふれあいセンターこうだ

【健康相談会】

2月21日(火)10:00～11:30  小原中央集会所

　　　　　　13:30～15:00  ふれあいセンターこうだ

【犬・猫の引き取り】2月9日(木)11：35　甲田支所甲田支所地域振興課 ４５－４１１２

甲田支所市民生活課 ４５－５１２０ 甲田教育分室 ４５－４３１１
【移動図書】2月10日(金)・24日(金)　15：30～17：00

小田小学校、小原保育所、ケアハウス

【かみしばい会】2月18日(土)14：00～15：30　ミューズ

【市民セミナー 輝らら 】

2月22日(水)13：30～　ミューズ

【男性の料理教室】2月17日(金)甲田公民館

【心配ごと相談所】

2月13日(月) 13：30～15：30（行政相談委員・民生委員）

2月27日(月) 13：30～15：30（人権擁護委員・民生委員）

ふれあいセンターこうだ相談室

しょう ふく てい　はっ かく

安芸高田市立吉田図書館休館のお知らせ
吉田公民館の取り壊しに伴う移転のため、3月1日から
4 月中旬まで休館します。ご迷惑をおかけしますが、
よろしくお願いします。

2223

保健医療課 ４２－５６１９

吉 田 掲 示 板高 宮 掲 示 板

情 報 掲 示 板各 支 所 発

【リハビリ】

2月13日(月)・27日（月）　13：30～15：30　吉田人権会館

【生活習慣病予防教室】2月15日(水)　9：30～13：00

吉田運動公園　運動・献立の実習

【転倒骨折予防教室】

2月3日(金)・17日(金)　丹比生活改善センター

9：30～11：30

市民生活課 ４２－５６１６

C K

【犬・猫の引き取り】

2月1日(水)・15日(水)　9：30　市役所本庁
【望会（リハビリ）の集い】時間はいずれも13：30～15：30

2月　7日(火)  田園パラッツォ

2月21日(火)  美土里生涯学習センターまなび

【犬・猫の引き取り】

2月9日(木) 9：00　安芸高田市高宮支所　

　　　　　　9：30　来原コミュニティセンター

くらしの総合相談会【心配ごと相談・行政相談・人権相談】

2月　2日(木)　10：00～15：00（登記相談含む）

2月16日(木)　10：00～15：00

吉田人権会館 ４２－２８２６

【安芸高田市立小・中学校ＰＴＡソフトバレーボール大会】

2月19日(日)　8：30受付　9：00開会式

吉田運動公園 ４２－１０１０高宮教育分室 ５７－１８０３
【移動図書館】

【おはなしタイム】2月12日(日) 14：00～　図書館

【図書館特別休館のお知らせ】

1月30日(月)～2月8日(水)

蔵書の照合点検作業や本棚整理のため特別休館します。

2月23日(木)
13：15～志部府消防団詰所前
13：45～原山４叉路
14：15～上式敷集会所
14：55～二重谷集会所
15：30～熊高組
15：50～竹貞集会所前

2月24日(金)
13：15～福田橋付近
13：40～円仏組前
14：15～信木集会所前
15：00～野々原　上川様宅前
15：25～茂谷
　　　　新田様宅車庫前

吉田教育分室（吉田公民館） ４２－２４１１
【劇団バク「こぶとりじいさん」】

2月8日(水)

10：40開場　11：00開演　吉田公民館　2階講堂

○人形劇「こぶとりじいさん」

対象は0歳から入園前児とその保護者・一般

参加費は無料

【おはなし会】

2月18日(土) 15：30～16：00　吉田公民館

八千代掲示板

八千代支所市民生活課 ５２－２１１３

【移動図書館さわやか号】

刈田地区　2月15日(水)／根野地区　2月16日(木)

【おはなし会】2月11日(土)11：00～11：30

八千代人権福祉センター研修室

【読書会】2月11日(土)13：30～15：30

八千代人権福祉センター研修室

八千代教育分室 ５２－２１１５

【行政相談所　開設】2月20日(月) 13：00～15：00

八千代保健センター相談室

藤本謙治（℡52－2048【自宅】）行政相談委員が相談に応じます。

八千代支所地域振興課 ５２－２１１２

【献血】

2月27日(月)　9：30～11：15　八千代人権福祉センター前

　　　　　　13：00～15：30　八千代病院

【リハビリ】2月8日(水)・22日(水)　13：00～15：30

八千代人権福祉センター

【健康相談】2月20日(月)10：00～11：30　本郷集会所�

　　　　　　　　 　13：30～15：00　下土師集会所

【健康教室プラス１】

2月13日(月)　八千代人権福祉センター

2月21日(火)　上根集会所

時間はいずれも10：00～13：30　参加費100円

※米5勺・エプロン・三角巾を持参してください。

動きやすい服装で参加ください。

【転倒予防教室】

2月14日(火)・28日(火)9：30～11：30

八千代人権福祉センター　タオル・お茶などの飲み物

持参。動きやすい服装で参加ください。

【犬・猫の引き取り】

2月9日(木)10：50　B&G海洋センター


